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伯爵令嬢の淫らな甘い恋

あとがき






伯爵令嬢の淫らな甘い恋







　ベッドへ仰向けに押し倒されたリーゼルの足に、男の大きな手のひらが触れる。びくりと震えるのも構わず、少し乱暴な慣れた手つきで小さな足の甲から滑らかな脛、膝頭と順番になでていく。

（っ……）

　絹の夜着に隠された太腿から足の付け根にその指先が達した途端、リーゼルはもう少しで悲鳴をあげそうになった。

「ふ、ぅん……」

　祈るように握りしめた両手を口元にあて、声をこらえる。

　こわい。

「どうした、震えているだけではそそられないぞ」

「っ、あっ」

　男の意図は明白で、硬く閉ざした花の蕾と同じく、外の世界を何も知らないリーゼルの身体を咲かせようとしているのだった。

「いやっ……」

　リーゼルは本能的に首をふる。長い亜麻色の髪が白いシーツの上で乱れた。華奢な体は組み敷かれると男の胸の下にすっぽりと入り込んでしまう。

「──！」

　男の指が淡い茂みに触れた感触に、リーゼルは堪え切れずに彼の名を叫んだ。

「ア、アレックスさま」

　そんなところを他人に触られる日が来るなんて思いもしなかった。

　知識としては男女の営みも承知している。

　けれど、リーゼルが知っているそれは、絵本や小説の中で幸せそうに笑顔を交わしあい、抱き合って口づけを交わす程度のものでしかなかった。

　リーゼルの、最も秘された部分をアレックスと呼ばれた男は何のためらいもなしに指で押し広げた。いや！　と叫びたかった。いますぐこの場から、逃げたかった。

「ひ、ぁっ」

　慣れた手つきで秘所のひだをこすられ、息を飲む。

「あ、ん……っ」

　びりっ、と股間から脳天にまで痺れるような感覚が突き抜けた。腰が震えた。

「あ、あっ」

「そう怖がるな、まったく……叔父上もやっかいなものを押し付けてくれたものだな。ずいぶんと俺のことがお嫌いらしい」

　アレックスはリーゼルを抱きすくめる。

　その情緒的な声色で甘い言葉を囁けば、大抵の女を陶酔させるだろう。けれどアレックスは何となく投げやりな風情なのであった。それは彼の格好にもあらわれている。夜着ではなく、外行きの上着とシャツ姿だった。城の外から帰ったその足で、今夜から愛妾あいじんとして彼のものになるリーゼルの部屋を訪れたのである。

　リーゼルのふっくらとした胸は、アレックスの胸元に潰され、彼がみじろぐたびに形を変える。濡れた舌先でなめられた首筋は弾けてしまうのでは、と心配になるほどの早さで脈を打ち続けた。

（わ、わたし、わたし、どうなってしまうの……!?）

　アレックスの指使いは相変わらず大雑把で、処女のリーゼルを気遣う素振りはまったく感じられない。それにも関わらず、リーゼルの息は既にあがってしまっていた。

　下手に遠慮したような手つきよりも、ただ純粋に己の性欲を満たそうとする獣じみた行為だからこそ、リーゼルの内奥にひそむ快楽の花芯は敏感に反応を示したのかもしれない。

　アレックスの腰をはさむように大きく開かされたリーゼルの白い腿が、彼の指が動くたびにひくひくと震えた。入り口にあった指がゆっくりと押し込まれ、撫でるように中を広げてゆく──……。

「んっ……」

　ぐい、と内壁を押されたリーゼルは両目を固くつむる。

　すると、アレックスが不本意そうな声をあげた。

「そう身を固くされると、無理やり犯しているような気分になってくるじゃないか。もっと愉しめ、ほら」

　そんなことを言い始めるので、リーゼルは思いきり心の中で叫ぶ。

（無理やり犯すのと何がちがうのよ──!!）

　リーゼルを今まさに抱こうとしているこの男は、殿下と呼ばれる身分である。

　大陸一の国力を誇るウルバッハ帝国の前皇帝を父に持つ、皇子のひとり──。

　一方、リーゼルは彼の愛妾として宮廷に召し上げられた伯爵令嬢。そこには政治的な思惑が絡み合い、リーゼルの意志はないがしろにされている。

　思わず泣きたくなった。

　だめ、とこらえる。

（わたしがちゃんとしなければ、お父さまがお困りになるのよ）

　顔をそむけ、上半身をよじって耐えるリーゼルの体はアレックスの手によっていつの間にかうつ伏せにされていた。

　そのまま絹のスリップを脱がされる。

「あっ」

　やめて、と心の中で叫んだ。

（おかしくなりそう──……！）

　背後から男のたくましい腕に抱きかかえられ、乱暴に胸を揉みしだかれる。華奢な身体に不釣り合いな胸の膨らみはたっぷりとアレックスの手のひらを満たし、無む垢くな桃色をした乳首は張り詰めんばかりに立ち上がってくる。

　まだ微かな兆し程度ではあるものの、そこには確かに快楽の芽のようなものが疼き始めている。

「ぁ、あ、んっ！」

「ああ、やっと濡れてきたな……」

　暗闇のなか、アレックスの表情はわからない。

　それどころか、リーゼルは彼の顔すらよく知らなかった。きちんとした挨拶もないままにリーゼルは愛妾用の館に放り込まれ、初夜を迎えている。

「まったく……叔父上も何を考えておられるのやら。俺がまだ未婚であるのをいいことに次から次へと政略相手の娘を押し付けるのだから、たまったものじゃない」

　アレックスがふてくされたように言うので、リーゼルはかすむ頭で考える。

（アレックスさまの叔父上って、この帝国の……）

　それはリーゼルを彼の愛妾に指名した現皇帝陛下に他ならない。誰も逆らうことのできない、帝国玉座に座る、唯一無二の存在だ。

「あ、ふ……っ」

　再び仰向けにされたとき、リーゼルは既に意識がもうろうとしていた。

　体のあらゆるところを愛撫され、ほぐされた肌の表面は汗と唾液によって、てらてらとぬめる。一体いつ、下着を脱がされたのか記憶にない。

　気づけば全裸で、しかも両脚は膝を折り曲げた格好で大きく広げられている。

　それを恥ずかしいと思う余裕すら、いまのリーゼルにはなかった。

「……だな」

「え……？」

「顔は幼いが、体は十分に大人だな、と言った」

　そこでようやく、リーゼルはハッと目を見開く。

　慌てて足を閉じようとするが、遅かった。

　既にそこにはアレックスがたくましい腰を滑り込ませている。

「──っ」

　本能的に、あるいは反射的に、リーゼルの体が動いた。

　頭では逃げてはいけないとわかっていても、体は勝手に動いた。ベッドから起き上がろうとするその腕をアレックスはなんなく捕まえてひとまとめにして頭上へ抑え込んでしまう。

「っ……」

　腿ももに触れた固い感触。

　先は濡れている。

　滑らかで、熱い。

　なに、と頭は考えるけれど体はじんと痺れて、まるでその正体を知っているような素振りなのが不思議だった。

「足を開け」

　当たり前のようにアレックスは言う。

　命令というよりは、そうするものだからと、さとす口調に近い。

「…………」

　両腕をとらえられたまま、どうすることもできずにリーゼルは従った。

　羞恥に頬を染め、それでも、そっと腿を開く。

「もっとだ」

「……！」

　ぎゅっと目をつぶり、さらに足を開いた。

　男の眼前に秘所の全てが晒される。その、散々にほぐされて、ぱかりと開いたひだをかきわけて押し付けられる肉の剣──。

「ひぅっ……」

　足の指がシーツの上を滑る。

　ぐっ、と狭い中を貫いて進むアレックスの雄は遠慮というものを知らない。ぎち、と音がしたような気がする。リーゼルは激しく首を横に振った。

「む、無理です……入りませんっ……」

「入る」

「入りませんったら……！」

「いいから、俺にしがみついていろ」

　解放したリーゼルの腕を自分の首に回させて、これで両手が使えるとばかりにアレックスはリーゼルの腰を掴み、引き寄せた。嬌声をあげて背をしならせるリーゼルの内部へと強引に己の雄をねじ込む──！

「あぁっ!!」

　熱い！

　灼熱の剣に体内を貫かれて、リーゼルは助けを請こうように喘いだ。言われた通り、アレックスにしがみつく。それを待っていたかのように、激しく揺さぶられる。

「あ、ふっ」

　だめ、と叫びたいのをリーゼルは呑み込んだ。

　アレックスの吐息が耳を撫でる。彼が突くたびに、リーゼルの足先が宙で踊る。どこからどこまでが自分の体なのか、もうわからない。それでも拒否はできない。逃げてはならない。

「あ、はぁ、あんっ、んっ……！」

「そういえば名前を聞いていなかったな」

　懸命に男を受け入れるリーゼルの頬を撫でながら、アレックスは今更のように尋ねた。

　リーゼルは喘ぎながらも、自らの名を名乗る。

「リ、リーゼ、ル……っ……リーゼル・フォン……コルネリウス、にございます──っ……」

「……コルネリウスだと？」

　その瞬間、それまでリーゼルをただの女としか思っていなかったアレックスの声色が変わった。己の欲に身を委ねた若い男でしかなかった彼が、その時だけは皇子としての顔を垣間見せた。

　リーゼルが果てる寸前、一瞬でしかなかったけれど。
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「リーゼルさま、おはようございます」

　ヴェラはいつもと同じ時間にやってきた。肩の上で巻いた栗毛を髪留めで抑え、動きやすい紺色のドレスを身にまとっている。軽くスカートをつまんでお辞儀をする彼女は、リーゼルの実家から一緒についてきてくれた馴染みの侍女だった。

　コルネリウス辺境伯──それがリーゼルの父、コルネリウス伯爵の位である。

　辺境伯とは、国土の外れに領地を持つ伯爵に贈られる称号のことだ。バーゼルト王国と接する北西の国境を任されているコルネリウス辺境伯は近年力をつけてきており、諸しょ侯こうの権力が増すことを嫌ったウルバッハ帝国の皇帝は、彼に娘を差し出すようにせまった。

　表向きは皇子の愛妾として。

　けれどその実態は──コルネリウス辺境伯を牽けん制せいするための人質である。

　ウルバッハ帝国はバーゼルト王国と長い緊張関係が続いており、万が一にもコルネリウス辺境伯が寝返るようなことなどあってはならない。

（わかってるわ、そんなこと……）

　ベッドから身を起こしながら、リーゼルは赤い目をこすった。

　アレックス皇子に抱かれたのはつい三日前のことだ。まだ下半身に痺れるような痛みが残る。

　夢じゃない。

　そう、リーゼルは彼が抱える愛妾のひとりになったのだ。

「お加減はいかがですか、リーゼルさま」

　ベッド脇に身をかがめ、ヴェラは気づかうようにたずねる。

「まだお熱があるようでしたら、薬湯をお持ちしましょう」

「大丈夫……」

　ぼんやりとリーゼルは答え、着替えるためにベッドを抜けた。

　すぐにヴェラが近寄ってくる。立ち上がったリーゼルの背後に回ったヴェラは丁寧な手つきでコルセットを着せて、もとより細い腰をさらに絞った。

「んっ……」

　そのきつさに、リーゼルは吐息をもらした。

　コルセットに押し上げられた乳房の表面がふるふるとゆれる。

「リーゼルさま？　少し緩めましょうか？」

「大丈夫よ。熱はもうさがったし、ちょっと体はだるいけど……ヴェラ？　どうしたの、こわい顔をしているわ」

「……アレックス殿下はやはり、ひどいお方なのですね」

「え？」

「まだお体に痛みが残るほど、強引にリーゼルさまをお抱きになられるなど……！」

　くやしい、とヴェラは唇を噛みしめる。

　着替えのドレスを用意しながら、運命を呪うようないきおいで、ヴェラは恨み言を吐き出した。

「旦那さまが大切にお育てしていた末娘のリーゼルさまを、どれだけ心をお痛みになられながら手放したことか！　しかも、よりによってアレックス殿下の愛妾になさるなんてひど過ぎます。あの方が宮廷内で何と呼ばれていらっしゃるか、リーゼルさまはご存知ですか？」

　ヴェラに問われ、リーゼルは三日前の夜、初めて対面したアレックスのことを思い出した。とはいっても、夜だったので顔立ちはよくわからなかった。

　ただ、鍛えられたたくましい体と低く気だるげな声色だけが、鮮烈な印象となって身体と鼓膜の両方に焼きつけられている。

「──」

　記憶が甦ると同時に下腹部がきゅっと疼いた。それを振り切るように、リーゼルは「いいえ」と言った。

「わたし、まだ宮廷の中では知り合いがいないの。でも、気になるわ……アレックスさまは何と呼ばれていらっしゃるの？」

「はい、リーゼルさま。それは──」

　コルセットの紐を結わいながら口を開いたヴェラだったが、答えるより先に部屋の扉が開け放たれた。

「え？」

　ノックなどなかったし、事前に誰か訪ねてくるという前触れもなかった。

　リーゼルとヴェラがぽかんと振り返る先に、荷物を抱えたアレックスが立っている。

　後で思えば、リーゼルがまともに彼の顔を見たのはこれが初めてだった。辺境で育ったリーゼルは宮廷とは縁がなかったし、それに愛妾として城に迎え入れられた時も、アレックスは用事があったらしく席を外していたのだ。

　朝方の明るい陽射しの下で見るアレックスは、精悍さと凛々しさを足して二で割ったような雰囲気の美び丈じょう夫ふだった。ベッドの中ではたくましい体つきの印象から、もっと荒々しい人物像を想像していたのだが、面立ちは皇子らしく上品に整っており、黙ってさえいればさぞかし姫君たちの視線を集めるに違いない。黒に近い暗褐色の髪はやや無造作に伸びて、明るいヘイゼルの目元に振りかかっている。

「アレックス殿下!?」

　叫んだのはヴェラだった。

　突然の来訪者から主の下着姿を隠すため、慌てて手に持っていたドレスをリーゼルの体に押し当てる。

「殿下、申し訳ございません。リーゼルさまはまだお召めしかえの最中でして──」

「構わん。むしろ着る前ならちょうどいい」

　凛々しい顔立ちに相応しからぬざっくばらんな口調で、アレックスはヴェラの言葉を退けた。

（衣装箱……？）

　ヴェラの押しつけるドレスを胸元にかき寄せながら、リーゼルは彼が持っている幾つかの箱を見る。ひとつ、ふたつ、みっつ……結構な大きさの箱を両手に抱えたアレックスは、それをベッドの上に放り投げた。その拍子に蓋が開いて、中から光沢のある布が飛び出した。

「ドレス──!?」

　リーゼルは目をみはる。

　それは、真っ白な夜会用のドレスだった。

　ふんだんにレースとリボンをあしらい、縁取りには金糸で豪ごう奢しゃな刺繍が施してある。

「アレックスさま？」

「着てみろ。サイズが合わなければすぐに直させる。夜会は今夜だからな、それを着て出席してもらう。お前のお披露目だ」

「今夜!?」

「驚くことはないだろう。夜会などしょっ中だ。貴族たちは暇なのさ」

　アレックスは肩をすくめ、リーゼルの世話を任されているヴェラにドレスを放り投げた。早くしろ、と顎で指示する。相手が皇子とあっては侍女に逆らう術はなく、彼女は自らの体でリーゼルを隠すようにしながらドレスを着付けた。

「すごい……」

　リーゼルとて、辺境伯の令嬢である。

　貴族の娘として高価な衣装には慣れている。それでもこのドレスの豪奢さには気後れした。胸元を彩るレースの繊細な模様、幾枚もの花びらを縫い合わせたようなデザインのスカート。刺繍は近くで見ると薔薇の形をしていた。

　悪くない、とアレックスは笑みを浮かべる。

　伸びてきた手がリーゼルの顎をとらえ、値踏みするように顔を覗きこまれた。

「っ……」

　あまりにも距離が近くて、ヘイゼルの瞳に映った自分の姿にどきりとしてしまう。

「ア、アレックスさま」

「日が暮れたら人をよこす。そっちの箱には装飾具が入っている。いいか、思いきり着飾ってこいよ」

　念を押すのと同時に唇がリーゼルのそれに覆いかぶさった。

「んっ」

　唇をぬって入り込む濡れた舌に、リーゼルはびっくりして目を見開いた。

「あ、ん……っ」

　構わずアレックスは顎を掴んだまま、乱暴に舌を絡める。

　なぶるように唇を奪った後で、「じゃあな」と言い残し、アレックスは部屋を出て行った。

「リ、リーゼルさまっ……」

　震える仕草で唇を抑えるリーゼルにヴェラがすがりつくのも当然で、それは初めての口づけだったのだ。リーゼル・フォン・コルネリウスにとって、生まれて初めての──！

「だ、大丈夫よ。だって、もう初夜は済ませた後ですもの」

　今になって思い出すと、あの時は口づけをされなかったのだ。必死で耐えていた緊張の中でそんなことまで気が回らなかった。

（胸の動悸がとまらない……ッ！）

　おかしなことだと思った。

　あれほど恥ずかしいこと──激しく抱かれたことよりも、あっけなく唇を奪われたことの方が、ショックだったなんて。ヴェラは頬を真っ赤にして、濡れたリーゼルの口元を布でぬぐってくれた。

「あのお方、アレックス皇子殿下……っ！　風ふう狂きょう皇子おうじという異名の通りですわ！　着替えの最中にお部屋へ踏み込むだけでも無礼ですのに、侍女がいる前で接吻などっ……！　ドレスだって贈り物であれば普通は侍従から私を通してお渡しするものですわ。ねえ、リーゼルさま？」

「え？　あ……」

　怒り心頭のヴェラに対して、リーゼルは聞き慣れない言葉の意味をたずねるので精一杯だった。

「ヴェラ？　風狂皇子って……？」

「さきほどお話していた、アレックス殿下の異名ですわ。風狂、つまり風変わりで破天荒なという意味でございます。城を抜け出しては庶民に混じって賭博に興じられたり、城内のどこかにあるという秘密の小屋に、がらくたばかりを集めていらっしゃるとか──とにかく変わった方らしいですわ」

　もともとあまり慣習にとらわれない自由な性格ではあったらしい。

　それが十年ほど前、父である前皇帝がみまかられた頃からだんだんと奇き矯きょうさを増して、いまに至るということだ。

「風狂……皇子……」

　リーゼルはつぶやくように繰り返した。

　まるで嵐のような異名だ、と。




　その日の夜、アレックスは宣言通りにリーゼルを夜会に招いた。

「リーゼルさま」

　お付きの侍女であるヴェラは参加する権利を持たないため、会場である広間には入れない。

　不安げな彼女をなだめるようにリーゼルは精一杯の笑顔を浮かべた。

「うん、頑張るわ」

　心細いが、ここからは一人で行かねばならない。アレックスから贈られた装飾品とドレスで言いつけ通り着飾ったリーゼルはゆっくりと呼吸をした。

　リーゼルの失敗は即ち、父であるコルネリウス辺境伯の評判となるのだ。

　愛妾兼人質という立場をわきまえて、出過ぎず慎ましく過ごさなければならない。大丈夫、できるわとリーゼルは胸に手を当てて息を整えた。

　覚悟ができたところでヴェラと別れ、広間に向かう。

「わ……っ」

　使用人に案内され、恐る恐る広間へ足を踏み入れた途端に、リーゼルは感嘆の声をもらした。

（すごい……！）

　鮮やかな色彩が洪水のように目に飛び込んでくる。それは貴婦人や姫たちが纏うドレスと、柱やテーブルを飾る花々が作り上げる色合いでまるで絵画のような光景だった。

「はじめまして、ミス・リーゼル」

　横合いから品のある夫人に挨拶されたリーゼルは、慌ててスカートの裾をつまんでお辞儀する。

「はじめまして……ええと──」

「ベルギウス侯爵夫人ですわ。お見知りおきを」

「は、はい。よろしくお願いいたしますわ」

　ベルギウス侯爵夫人、とリーゼルは忘れないように口内で繰り返した。聞き覚えがある。確か、ベルギウス侯爵は外務大臣だったはずだ。続けて、リーゼルは幾人かと挨拶を交わした。

　華やかなる宮廷は帝国の政治を担う中枢でもある。

　見渡せば、国でも指折りの有力貴族や王族たちが堂々と酒杯を酌み交わし、楽団の奏でる音楽に耳を傾けている。半年ほど前に十六の誕生日を迎えたリーゼルは、既に社交界へのデビューを済ませている。父であるコルネリウス辺境伯は派手なパーティーを好まなかったが、外交的な理由から月に数度は屋敷のサロンで夜会を開いていた。

　しかし、屋敷にはこんな広いホールはなかったし、楽団の規模も倍ほど違う。彼らはホールの奥へ並べた椅子に腰を下ろして、担当の楽器を神業のように操り旋律を紡ぎ出す。

　ゆったりとした序曲の旋律にリーゼルが聞き入っていると、不意に「おい」と、声をかけられた。

「きゃっ」

　振り返ると、黒いベルベットの上衣と金糸の刺繍を施したジレに身を包んだアレックスが立っていた。アレックスは目を瞬かせ、それからやれやれと肩をすくめた。

「そんなに驚かれたら、俺の方がびっくりする」

「す、すみません」

「まあいい。ふむ……」

　じろじろとリーゼルを眺めたアレックスは、満足げに頷いた。

「お前の連れてきた侍女は腕がいいな。なかなかの見栄えだ」

「あ、ありがとうございます……。お褒めにあずかり光栄でございます」

　丁重に頭を下げるが、アレックスは構わずリーゼルの腰に手を伸ばして、その体を抱き寄せた。たくましい腕に抱かれ、リーゼルはどきりとして彼の顔を見上げる。

「アレックスさま？」

「来い、踊るぞ」

「えっ……」

　ちょうど序曲が終わり、最初のワルツが始まった。

　広間では、女性にダンスを申し込む男性たちの姿がある。相手が決まった者たちは身分の高いものに先を譲りつつ、ゆっくりと広間の中央に向かった。

　アレックスがリーゼルを連れて歩み出ると、周囲は自然と二人に道を空けた。

（ま、真ん中……！）

　それもそのはずで、アレックスは十年ほど前に亡くなった先帝の第一皇子なのだ。叔父上の即位によって皇太子の位はいったん白紙となったものの、最も帝位に近い人間のひとりであることには変わりない。

　おそらく、夜会の参加者のなかでアレックスの身分が最も高いのだろう。そして、その人に最初のダンスを申し込まれるという名誉──リーゼルには畏おそれ多すぎる。

「ア、アレックスさま。わたしと踊られるのですか？　他にもっとふさわしいお方がいらっしゃるのでは？」

　リーゼルが動揺するのも無理はない。

　普通、一曲目は最も近しい人か大切な人と踊るものだ。

　しかもアレックスは大貴族の令嬢どころか他国の姫を娶ってもつり合いがとれるような身の上である。

（それが、なぜわたしなどを一番最初に？）

　辺境伯は通常の伯爵よりもやや地位が上とされるが、公爵や侯爵には及ばない。それにアレックスはリーゼルの他にも数人の愛妾を抱えている。帝国の法律では妻をひとりしか持つことができないため、王侯貴族は正室の他に妾を抱える者も少なくなかった。

　視線が痛い──！

　さっきから令嬢たちの集団がひややかな視線を投げかけてくる。リーゼルは背筋が凍る思いだった。美しく着飾った彼女らは口元を扇で隠して、ひそひそと話している。新参者のリーゼルが最初に連れ出されたのを快く思っていないのは明らかだった。

　躊ちゅう躇ちょするリーゼルに、アレックスはにやりと笑ってみせる。

　悪戯を思いついた子供のような笑顔だ。

　それでリーゼルは、彼が全て承知の上なのだとわかった。

「今夜はお前と踊る、と俺は決めたんだ。お披露目だと言わなかったか？　誰が何といおうと邪魔はさせない」

「でも、私は」

「まさかダンスが踊れないのか？」

「っ、いいえ！」

　あまりにもからかうような口調でアレックスが言うので、リーゼルはとっさに首を横に振った。

「ワルツくらいは踊れます。それほど上手ではないかもしれませんが……あっ」

　ぐい、とアレックスに手を引かれたリーゼルは彼の胸に抱きとめられる形になる。麝じゃ香こうの甘い香り──。どきりとして顔をあげると、間近にあの気だるさと大胆不敵さをないまぜにしたような独特の笑みがある。

　音楽が始まり、リーゼルは彼の腕に腰を抱かれてワルツを踊った。

　アレックスのステップは力強くて一歩が大きい。リーゼルがついていけないでいると、やがてそれに気づいたのか歩幅が狭まった。

　ほっとして、リーゼルは落ち着いてステップを踏んだ。小動物のように忙せわしない動きで踊っていたのが嘘のように、ゆったりと踊れるようになる。

　──ウルバッハ帝国の中枢である宮廷で催される夜会。

　それは、最高の音楽と最高の料理を愉しむ極上のパーティだ。全てが一級品。一斉に弦を弓で弾く、お抱えの楽団員たち。

　指揮者が棒を振るのに合わせて、軽やかな旋律がワルツを紡ぐ。ドレスの裾がふわりと花のように咲いた。

















（楽しい──）

　もともと音楽は好きだった。

　実家の屋敷でも、父であるコルネリウス伯が楽団を呼んだ際には必ず聞きにいった。夢中で踊っていると何もかも忘れてしまいそうになって、リーゼルははっと我に返る。

　ふと見上げたアレックスも、どこか茫ぼう洋ようとした顔つきだった。遠くを見つめている──だがすぐにリーゼルの視線に気づいて、ごまかすように笑った。

「なんだ、俺の顔に何かついてるのか」

「いいえ……」

　いったいどんな物思いに耽ふけっていたのだろうか。

　しかし、ワルツの終わりとともに聞く機会を失ってしまった。アレックスは二曲目まで踊ることなく、あっさりとリーゼルの手を引きながらテーブルに戻る。

「──アレックスさま！」

　横合いから声をかけてきたのは、真っ赤なドレスを着た令嬢だった。彼女の後ろにはオレンジ色のドレスを纏ったきつそうな美女と、青いドレスの色白で儚はかなげな少女が控えている。いずれもアレックスの抱える愛妾たちだった。

　赤いドレスの令嬢がリーゼルをにらみつけ、たずねる。

「そちらはどなた？」

「リーゼルだ」

　本人が答えるより先にアレックスが口を開く。

「仲良くしてやってくれ」

　なるほど、とオレンジ色のドレスを纏った美女が目を細めた。

　真っ直ぐな黒髪に同色の瞳。彫刻のように無駄をそぎ落とした面立ちは異国風で、おそらくは他国の令嬢か姫君なのだろうと思われる。彼女は挑戦的な流し目をリーゼルに差し向けつつ、言った。

「新入りのご祝儀に最初のワルツを贈られた、と？　わたくしたちは誰がアレックスさまに選ばれるのかと楽しみにしておりましたのよ。けれど、それなら仕方ありませんわね」

　ドレスに合わせた扇で口元を隠して、言い方は上品だったが明らかな当てつけである。

　無論、リーゼルに言い返せるわけもなく、耐えるほかない。唇を引き結び、両手を組み合わせて俯いていると再びアレックスが口を開いて、彼女の言い分を否定した。

「新入りのご祝儀？　ちがうな、俺はこいつを正妃にすることにしたんだ。そのお披露目さ」

「せ──」

　令嬢たちが一斉にざわついた。

「正妃ですって!?」

　一番驚いたのは当のリーゼルだ。

　それは、本当に予想もしない宣言だった。

　有り得ない、と叫び出したい気持ちをこらえて、リーゼルはアレックスに懇願する。

「な、なにを仰おっしゃるの、アレックスさま!?　わたしはアレックスさまの愛妾として恥ずかしくないように努力いたします。そんな冗談はおやめください！」

「冗談？」

　アレックスは心外そうに肩をすくめた。

「やれやれ、もっと喜んだらどうだ？　皇子妃だぞリーゼル？」

「そ、そんな……」

「信じられないというなら、これから証明してやる」

「きゃっ……」

　いきなり抱き上げられて、リーゼルは思わず悲鳴をあげた。

「アレックスさま!?」

「お披露目は済んだ。夜会はもういいだろう」

　気がつけば、周囲に人だかりができている。

　騒ぎを聞きつけた王侯貴族たちが成り行きを見守るなか、アレックスは彼らをかきわけて抱きかかえたリーゼルを外へ運んでいく。リーゼルは落ちないように、彼の肩にしがみついている。

　背後から悲鳴に近い叫びがした。

「アレックスさま、お待ちになって！　その令嬢を正妃にするなど、いくら風狂皇子といえども正気の沙汰ではございませんことよ!?」

　そう、その通りだ。

　そんなこと誰よりもリーゼルがわかっている。

　アレックスはこの大国・ウルバッハ帝国の皇子なのだ。その婚姻は彼本人が気軽に決めていいものではなく、しかもリーゼルは単なる人質のはず。

　いったい何がどうしてこうなっているのかまるでわからないまま、リーゼルは気づけば、アレックスの寝室に連れ込まれていた。

　城の中央、王族以外は許可がなければ入れない棟の奥まった一角がアレックスの居室らしい。赤い絨毯の敷かれた廊下を悠然と歩み、部屋の前で待っていた近侍に誰も入れるなと言い渡してからリーゼルをベッドの上に放り出した。

「っ！」

　やわらかいスプリングに体を受け止められたリーゼルはドレスの裾を直しながら顔を上げた。

「アレックスさま……」

　──風狂皇子。

　アレックスの異名が脳裏を過る。

　彼が楽しげに喉で笑うさまが、壁にかけられたランプのほのかな明かりに浮かび上がった。

「……なぜ、あのようなことを仰ったのですか？」

　それは純粋な疑問に、僅かな恐れが混じった問いかけだ。

　リーゼルはただ人質らしく、愛妾としての役目を果たそうと思っていた。それだけなのに。アレックスは言ったのだ、リーゼルを正妃にする、と。

　アレックスは「別に」と言う。

「理由なんかない。でも、俺がそう言った時のあいつらの顔を見たか？　ハンナなんて目が飛び出しそうなほど驚いていたぞ。爽快だった。ああ、ハンナは赤いドレスを着た女だ。皇帝に媚びを売るために侯爵が差し出した娘だが、権力欲が強すぎて俺は好かん。その点、お前はおとなしくていい。それでは駄目か？」

「だ、駄目もなにも……」

　ごくり、とリーゼルは喉を鳴らした。

「正妃にするなど皇帝陛下がお許しになられるはずが……」

「叔父上か」

　ぎし、とベッドを軋ませてアレックスはリーゼルの脇に腰を下ろした。うっすらと目を細め、独り言のようにこう言ったのだった。

「そうだな。あのお方がいやがる相手ならいやがるほどいい」

「え……」

　気づけば顎を仰向けられて、唇を受け入れさせられていた。

「ん、っ──」

　慣れないリーゼルは羞恥と苦しさの両方に苛さいなまれる。こういうことは好きな人とするものだと、子どもの頃から憧れていた。けれど現実は否応もなく可愛らしい無垢な幻想を打ち砕いてしまう。

「なぜ泣く？　家が恋しいのか」

「っ……」

　無論、それもあるのだろう。

　優しい父、美しい姉たち。穏やかに過ぎ行く日々──。

　もう戻ってこないと思う。頬を落ちる涙をアレックスの唇がぬぐい、リーゼルの身体をベッドの上に押し倒した。

「あ、んっ」

　リーゼルの舌に己のそれを絡ませながら、アレックスの手のひらが、なぶるように肩を、胸を、腰を──順番に撫で下ろしてスカートの中に忍び込む。

　太腿を撫で上げられて、リーゼルは鼻にかかった喘ぎ声をあげた。

「は……ぁん」

　肌を押す指先が食い込むほどに揉まれ、ずくんと体の奥が震える。まだ二度目だが、もう二度目でもある。既に男を知ったリーゼルの蕾はこの後に訪れる行為を待ち望むかのごとく、ひくりと反応し、じんわりと濡れ始める。

（いや、いや──……！）

　自らの身体が変わってゆく──恐れと怯えにリーゼルはぎゅっと目をつむる。ふと閉じたまぶたにアレックスの指が触れる気配があった。

「いやなのか？」

　そこになじるような気配はなく、純粋な疑問の色がある。

　恐る恐るリーゼルが目を開くと、ランプの灯に淡く照らされたアレックスの顔が目の前にあって、どきりとしてしまった。ヘイゼルの緑がかった茶色い瞳がもう一度問いかけてくる。

















「それとも、怖いのか」

「あっ」

　首筋を吸われ、びくんと肩が揺れる。

「こわ……くなんてありま……ぁっ、ん」

　ぎゅっとドレスの上から乳房を鷲みにされ、跳ねるように悲鳴をあげた。ゆっくりとこね回すような指の動き。背中を這うもう片方の手がドレスの留め具を外す。リーゼルの肩から胸元を露わにする。ベッド脇のテーブルに置かれたランプの灯りだけが、うっすらと闇の中からふたりの交わりを照らしていた。

　白い肌を蹂じゅう躙りんするのは、日に焼けた逞しい体。

　アレックスは上着から袖を抜き、ベッドの下に放り投げる。首元に巻いたスカーフを取り、襟を緩めた。

「嘘だな」

　熱い吐息を耳朶に吹きかけつつ、アレックスは言う。

「お前は俺のことが怖いし、抱かれるのもいやなんだろう？　見れば分かる。だがコルネリウス辺境伯の顔を立てるために、必死で耐えている。健気なのは悪くない」

「ふぁっ、ぁ、あっ」

　ずらされたドレスの胸元から忍び込むアレックスの指先が、直接リーゼルの乳房をとらえた。さっきよりもやさしい手つきで揉みしだく。既に乳首は固く屹きつ立りつしていた。人差し指と中指の根元のあたりで擦られて、身もだえる。

「しかし、相手は風狂皇子などという異名持ちの俺だ。……言われるほど風変わりだとも思わないんだがな……ちょっと変わった趣味があるくらいだぞ。要は退屈なんだ、この宮廷はな。それを少しでも楽しく暮らそうと努力することがそれほど妙なことなのか、と思うわけだ」

　淡々と語るアレックスの声色とは裏腹にその手つきは激しさを増してゆく──。

「叔父上には次々と政略上の愛妾を増やされるのみならず、婚姻候補も両手の指に余るほど。夜の戯れくらい自由を求めてもいいだろう？　特にお前には正妃になってもらうのだから、俺の性癖にはとことん付き合ってもらわなければ困る」

　慣れろ、と囁かれる。

　髪を指ですかれ、なだめるようにアレックスは問いかける。

「リーゼル、健気なお前ならどうすべきかわかるはずだ」

　そこでいったん、彼は体を起こしてリーゼルから離れた。

「…………」

　つられたようにリーゼルも上半身を起こす。自分の身体が自分のものではないみたいに熱くて重くて、それだけで結構な体力を要した。

　ベッドに手をつき、膝立ちのような格好でアレックスと視線を合わせる。

「ん……」

　じんわりと股の奥からこぼれてくる愛液が恥ずかしくて、太腿を擦り合わせるように動かした。淫らに乱れたドレスからこぼれ落ちる乳房、下半身が露わになるほどまくり上げられた豪奢なドレス。天てん蓋がいから薄い紗しゃを下ろしたベッドは、皇族のためにあつらえられた最高級品だ。リーゼルの膝も手のひらも、やわらかなシーツに溺れてしまいそうだった。

　きゅっと唇を引き結び、濡れた瞳でリーゼルはアレックスを見上げる。

（わたしは、人質──）

　それをなぜ、彼が正妃にすると言い出したのかはわからない。

　だがとにかく、リーゼルは言う通りにしなければならないのだ。風狂皇子と揶や揄ゆされるこのアレックスの機嫌を損ねてはならないことくらいは、想像に難くない。

「どう、すれば……よろしいのでしょうか」

「好きにやってみろ」

「好き、に……」

　理屈ではわかる。

　それに、これが試されている行為だというのも、わかる。

　アレックスはリーゼルの従順さを確かめているのだ。彼を愉しませなければならない。どうやればいいのかはわからないけれど、とにかく、リーゼルはおそるおそるアレックスの胸元に手を伸ばした。

「っ……！」

　直接触れた胸板の厚さにびくっと手を引く。

「どうした」

「い、いえ……」

「服を脱がせてくれ」

「はい……」

　リーゼルは言われた通り、シャツのボタンをひとつずつ外していった。全て外すとアレックスの上半身が腰までさらけ出される。引き締まった筋肉はリーゼルの指が触れると張りのある反応を示した。

「…………」

　初めて能動的に触れる男の身体を前に、リーゼルは不可思議な高揚を覚える。最初は義務感から触れたはずが、吸い付くような手触りの快さにもっと触りたいと思ってしまったのだ。

「好きにしろと言っただろう」

　まるでリーゼルの思いを察したかのように、アレックスがうながした。

　どきどきしながら、もう一度手のひらを押し付けるように男の胸元に触れる。思ったよりもすべすべしている。遠慮がちなリーゼルの手をアレックスはぐいと掴み、もっと強く体に押し付ける。

「──っ」

　掴まれた手をアレックスがはいたズボンの中に導かれ、リーゼルは息を飲んだ。

「あっ」

　引っ張られた拍子にアレックスの肩に額をぶつけてしまう。

　間近に見上げ、名を呼ぼうとして──手に触れたモノの硬さにごくりと喉を鳴らした。自分の局部を蕾に例えるならば、それは剣である。既に熱くたぎる、咲かせた蕾の花芯を貫くためにのみ存在する肉の剣──。

「外に出して」

「……ぁ、……」

　はい、と答えたつもりで声が掠れる。

　言われるまま、頭をもたげはじめたばかりのそれをズボンの縁から引き上げる。来い、と言われて体を浮かすと腰を掴まれ引き寄せられた。倒れ込みそうになり、アレックスの両肩に手をついて支える。

「アレックスさま……？」

　アレックスは再びスカートの中に手を伸ばして、リーゼルの太腿をつかんだ。そのまま後ろに背を倒す。アレックスをまたぐ格好になったリーゼルは恥ずかしさに頬を染めた。

「ア、アレックスさま！」

「こい、リーゼル」

「えっ……」

　戸惑うリーゼルの脚を誘導して、彼は自らの剣を白い大腿で挟み込むように言った。慰い撫ぶしろ、という意味である。当然、リーゼルは戸惑った。そんなこと、やれるとは思えない。

「あの、そんな」

「気づいていないのか？　お前の脚はいい形をしている」

　膝から撫で上げられて、リーゼルは吐息をもらした。

「触り心地もなかなか……」

「で、でも」

「いいから、ベッドに手をついて膝を突き出せ」

「……は、はい」

　仕方なく、リーゼルは言われた通りにベッドへ手をつき、仰向けになったアレックスに膝を向ける。そろ、と位置を確かめてそれを間に挟み──……。

「ふ、っ……」

　ぬるり、と先走りの液体が腿に触れて息を飲む。

　それでもなんとか腿の間でとらえ、不器用な動きで上下にしごいた。アレックスの眉が僅かにひそめられる。それを咎めだと受け取ったリーゼルはびくりと動きをとめるが、彼は首を横に振った。

「悪くない。続けろ」

「は、い……」

　アレックスの視線が自分の恥部に注がれているのに気づいて、リーゼルは顔を真っ赤にした。膝を突き出して上下に動かしているということはつまり、彼から見れば下半身を向けて腰を振っているように見えるということだ。下着はつけたままだったが、恥ずかしいことに変わりない。

「ぁ、んっ……！」

　自覚した途端、例の疼きが体内で弾けた。

　じゅわりと下着が濡れる。一枚の薄衣を隔てて挟み込んだ肉の感触がリーゼルの恥部を擦り上げ、焦らすような官能を与える。

「は、ぁん、ぁっ」

　体が勝手に動く──！

　いつの間にか、上下ではなく自分の恥部を押し付けるように腰を振っていた。

「あ、ぁ、わたし、あんっ……！」

　気づけば、軽く達してしまったらしい。びくびくと体を震わせ、リーゼルは下着が濡れていくのを感じた。

（そんな、わたし……自分で？）

　ずるいな、とアレックスが笑う気配がある。

「す、すみません……」

　顎で促され、リーゼルは糸で繰られた人形のように体を起こした。熱に浮かされているような感じがする。今度は顔を向かい合わせるように両脚で彼の腰をまたぎ直すと、伸びてきた指が下着を器用に脱がせた。片脚を抜いたところで、十分に濡れた秘所に硬い先端が押し当てられる。

「あ、あ、あぁ！」

　指で慣らされる過程を省かれたにも関わらず、リーゼルの蕾は貪欲にアレックスの剣を飲み込んだ。反射的に身をよじるリーゼルだったが、アレックスは掴んだリーゼルの腰をぐっ、と落とさせる。

「ぁ、アレックスさま、あっ！　あぁっ!!」

　体位のせいか、二度目だからか、前回よりもよほど深いところまで突かれた気がする──！

　愛液に濡れそぼった奥の奥、粘膜で覆われた膣の肉壁をアレックスの先端が激しく突いた。がくん、とくずれ落ちそうになる体を、リーゼルは彼の胸についた手で支える。

「ん……、相変わらず狭い、が……悪くない」

　ふ、と唇の端で笑って、腰を揺らすアレックス。

　その度にリーゼルは彼の上で跳ね、首を振り分けた。

「あ、ぁ、そんな、奥に──っ」

「動いていいんだぞ」

「は、ぁっ」

「ほら、俺に合わせていいところに当たるように自分で動け」

　少し優しさを帯びたアレックスの声に導かれるように、リーゼルは腰を浮かせて微妙な角度の違いを確かめる。ただ奥をつくだけではなく、肉壁を擦るように腰を振ったり、むずがゆく感じる部分に当たるように動かしたりと、ふたりは行為に没頭した。

















「ふっ……」

　いつしかアレックスの息もあがっている。

　揉みしだかれたリーゼルの乳房が歪むたびに迸ほとばしる、狂おしいまでの快楽。

「ん、んっ、ああんっ！」

「いいぞ、リーゼル。いい──……」

「ふぁんっ！」

　握られた乳房の先端を口に含まれて、リーゼルは喉をのけぞらせた。直後、ようやくアレックスが達した時、リーゼルは一度、大きく背を弓なりにして彼の全てを受け止めた後でぷつりと糸の切れた操り人形のように倒れ込んだ。

「は、はぁ、はっ……」

　頭を預けたアレックスの胸板も大きく上下している。

　汗に濡れた髪をすかれ、リーゼルは薄らと目を開けた。

「いいか、リーゼル。お前は俺の正妃になるんだ」

「せ、いひ……」

「そうだ。これは俺とお前の約束だ、いいな」

　はい、とリーゼルは頷いていた。

　内容を理解していたわけではない。

　疲れ果てた情交の後、熱に浮かされた状態での肯定だった。

（どうして、わたしを……？）

　尋ねようとしたが、それをおおきく上回る疲労感と眠気が襲ってきて、リーゼルは再び目を閉じる。あやすように背を撫でる手つきがなぜか優しく感じて、それを不思議に思った。

（アレックスさま、あなたはいったい……）

　風狂皇子という異名に相応しくない手つきに、リーゼルは薄れゆく意識の中で問いかける。あなたは、本当はどんな方なのですか──と。





　　　２






　アレックスが夜会でリーゼルを正妃すると宣言したことは、次の日には宮廷中に広まっていた。反応はさまざまだ。また風狂皇子が妙なことを言い出した、と笑いものにする者たちが過半数。これは皇族と関わりが少ない貴族たちの話で、身内の皇族たちはもう少し複雑な様相を呈していた。アレックスの抱える愛妾たちと、皇子妃の座を狙う他の姫君たちの心中は更に問題だ。

「リーゼルさま、お気をつけくださいませ」

　朝食を終えた後、紅茶を注ぎながら侍女のヴェラが告げる。

「他の侍女から聞いたのですが、リーゼルさまの悪い噂が姫さまたちの間で囁かれているらしいですわ。どれも根拠のない中傷のようですが、真に受ける方がいらっしゃらないとも限りません」

「そんな……」

　人の悪意に慣れていないリーゼルには、つらい仕打ちだ。

　つまりは、嫉妬である。

　アレックスが正妃に推す令嬢──リーゼル・フォン・コルネリウスに対する妬み。噂のみならず、彼女たちはいやがらせをはじめた。

　たとえば、廊下ですれ違った時にくすくすと笑う。

　最初は偶然かとも思ったが、リーゼルが通りかかった時に限って、意味ありげな視線をよこしたり、中には舌打ちをする姫まで出てきたことに驚いた。

（言いたいことがあるなら言えばいいじゃない……）

　そうすれば、言い返すこともできる。

　アレックスがなぜ自分を正妃にと言ったのか、リーゼルは知らないし、自分が相応しいとも思っていない。私も困惑しております、と言いたい。なのに遠巻きに嘲ちょう笑しょうされるばかりでは、リーゼルには手も足もでなかった。

　もちろん、中には直接言葉を投げかける者もいる。

　ダナという姫がそうだ。

　隣国からもらわれてきたという彼女は異国風の美女で、いつもつんとすました顔をしている。橙色や黄色といった派手な色のドレスを好み、夜空のような黒髪と相まって一際目を引く立ち姿が特徴的だった。

「あら、ごめんあそばせ。どこか悪くされなかった？」

　晩餐会の帰り、明らかにわざとドレスの裾を踏みつけておきながら、しれっと謝罪の言葉を述べる。転びそうになったリーゼルは唇を引き結び、屈辱に耐えた。

「いえ、大丈夫です……」

「そう。よかったわ」

　言葉とは裏腹な、冷たい瞳──！

　思い出して、リーゼルは背筋がぞっとした。

「ねえ、ヴェラ。わたし、ちゃんとやっていけるのかしら……」

　ふと目を向ければ、テーブルの上には厚い書物が数冊ほど積み上げられている。

　勉強しておけ、とアレックスが置いていったものだ。その脇には刺繍の途中で投げ出された布とダンスの教本がある。いずれも、正妃として恥ずかしくないような教養を身につけるためのものだった。

「リーゼルさま」

　唯一、味方と信じられるヴェラは涙ぐんでリーゼルの手をとり、自分の両手で包み込んだ。

「おつらいですわよね。何もできなくて申し訳ございません……」

「違うの、ヴェラに八つ当たりしたいわけじゃないの！　ただ、不安なの……人質として息をひそめるように暮らそうと思っていたのよ。それがどうして、アレックスさまはわたしを正妃にすると言い出したのかしら」

「それが風狂皇子と呼ばれるゆえん、ではないのでしょうか？」

「そういえば、アレックスさまがおっしゃっていたわ。皇帝陛下がいやがる相手ならいやがるほどいい、と」

　リーゼルは口元に指をあて、思い出した。

「アレックスさまは皇帝陛下と仲が悪いの？」

　すると、ヴェラがあからさまに顔色を変える。

「ヴェラ？」

「リーゼルさま、それは……」

「何か知っているのね、ヴェラ」

「……あくまで噂ですけれど」

　ヴェラはそう前置きしてから、話し始める。

「ウルバッハ帝国が、数多くの有力な諸侯を抱える軍事大国であることはリーゼルさまもご存知の通りで、広大な領土と多くの人民を擁するわが国家は血塗られた歴史に彩られてきました」

　リーゼルは頷いた。

　領土を広げるということは即ち、戦いをもって他国を制することを意味する。大陸でも随一の領土を持つウルバッハ帝国は、長い歴史の多くを戦争に費やしていた。

「倒してきたのは他国だけに留まりません。皇帝の座をめぐる骨肉の争いもまた、その歴史のひとつです。簒奪、暗殺、婚姻。唯一無二の玉座をめぐってありとあらゆる駆け引きが行われました。アレックス皇子殿下のお父上もそう……前皇帝は病でみまかられたというお話ですが、実は暗殺されたという噂が──」

「暗殺ですって!?」

「リーゼルさま、お声が大きいですわ！」

　しっ、とヴェラは人差し指をたてた。

　リーゼルは慌てて両手で口をふさぎ、ごめんなさいと謝った。

「だって、暗殺だなんて……噂があるなんて驚いたのよ。それが本当なら、殺人じゃないの。それも、皇帝陛下を」

「そうですわ、リーゼルさま。けれど、宮廷ではそうしたことも少なくないのです」

「そんな……」

　そんな怖いところなのだ、宮廷というところは。

　腕を手でさすり、震えをこらえる。リーゼルのために新しいお茶を淹れ直したヴェラは、次にアレックスの名前を出した。

「皇帝陛下がみまかられた当時──十年ほど前ですが、アレックス皇子殿下は皇太子、つまり次期皇位継承者の第一位におられました。けれどまだ十五歳になられる前で、皇位を継がれるには早いとして前皇帝の弟君である叔父上が跡を継がれたのですわ。現皇帝陛下にも皇子がいらっしゃいますから、皇太子の地位は一度白紙に戻されたというお話です」

「でもヴェラ……もし皇帝陛下が暗殺されたのだとしたら、犯人として一番あやしいのは……」

　言うまでもない、そんなのは殺された人間がいなくなったことで最も得をした者だ。この場合は現皇帝であるアレックスの叔父だ。

　無言で頷くヴェラに、リーゼルはもう一度、そんな、とつぶやいた。

「そんなことって……。アレックスさまはもちろん、それをご存知で……」

「皇子殿下が奇行に走られるようになったのは、お父上を亡くされた頃からだと言われておりますわ。元からあまり宮廷の常識などは気になさらず、自由奔放な方ではあったようですけれど」

「…………」

「リーゼルさま、顔色が悪うございますわ。申し訳ございません、こんな噂、お耳にいれない方がよかったかも……」

「いいえ、いいの。私が知りたがったのだもの。でも、そうね、少し外の空気を吸ってくるわ」

　お供を申し出るヴェラを断って、リーゼルはひとりで中庭に出た。

　腕利きの庭師が雇われているのだろう。並木のように植うわった常用樹はいずれも美しく形を整えられており、きらきらと硝子のように輝く木漏れ日を足元の石畳に落としている。

「皇帝陛下暗殺……」

　ヴェラの話を思い出して、身震いする。

　確かに、よくある話だ。

　リーゼルは物語を読むのが好きだったが、書物の中でも使い古された題材である。

　もし、噂が本当だとしたら。

　アレックスは実の父を叔父に殺された、ということになる。

「そんなの……」

　もしや、風狂皇子と呼ばれるようになったのもそれが原因なのだろうか。父上をなくした心の傷で？　父を愛するリーゼルには自然な発想だった。自分だって、もし父上が理不尽に殺されたりしたら気が狂ってしまうに違いない。そんなことを考えながらぼんやりと歩いているうちに、いつしかリーゼルは見覚えのない噴水の前まで歩いてきてしまっていた。

「ここ、どこかしら……」

　心細さを覚え、辺りを見回す。

　宮廷に召し上げられてから日が浅く、知り合いも少ないリーゼルは敷地内を歩き回るようなことを避けていた。用事がある際には、ヴェラを伴って必要最低限の距離を往復する。特にアレックスがリーゼルを正妃にすると宣言してからは敵意や嫉妬を浴びる機会が多かったため、できるだけ自室でおとなしく過ごす毎日だった。語学などの教養を学ぶ時間に追われていたこともある。

　それがつい、中庭の奥深くまで迷いこんでしまった。

「…………」

　誰もいない。リーゼルだけだ。

　他は、静かな木々の作り出す木漏れ日と噴水のかすかな水音以外だけ。

　──いや、もうひとつある。

「甘い匂い……」

　花の香りだと気づいて、リーゼルは風がそよぐ方向に視線を向ける。誘われるように足を運ぶと、白い花が一面に咲き誇る庭園がリーゼルを迎えた。

「白い、薔薇？」

　思わず声に出してしまったのは、手入れの行き届いた庭園が見事に白薔薇のみで満たされていたからだ。

　入り口には丹念に蔓つるを絡めた白薔薇がアーチとなって頭上を彩る。要所には職人が粋を凝らした石膏像が置かれ、広い薔薇園のアクセントになっていた。

「本当に、白薔薇しかないのね……」

「──ええ。ウルバッハ帝国の象徴である白薔薇ですよ」

　まったく予期せぬ声がかけられたことに、リーゼルはびっくりして振り返る。

　にっこりと微笑む優しげな青年がそこにいた。よかった、人がいたという安心と勝手に入り込んでしまったことを咎められないかという不安がリーゼルのなかでせめぎ合う。どちらかと言えば後者の不安がより勝った理由として、青年の身なりが良すぎたことにあった。

（皇族の方──！）

　銀糸の縫い取りが施されたグレーの上着に、真っ白なジレとブーツ。

　薄茶色の髪に琥珀の瞳が穏やかな色をたたえる青年は、自らをハインツと名乗った。うろたえるリーゼルに歩み寄り、手を取って甲に口づける。

「アレックスの従弟にあたります。以後お見知りおきを、リーゼル」

　顔は知らなくとも、名前くらいは聞いたことがある。正妃教育の一環として覚えさせられた家系図にもその名前があった。アレックスの従弟──つまり、彼の叔父上にあたる皇帝陛下の第一皇子である。

「ハインツ殿下……!?　も、申し訳ございません。勝手に庭園へ入ってしまって……それに、わたしの名前……」

「気になさらないでください。特に隠しだてしている場所でもないので、いつでも歓迎しますよ。名前についてはアレックスから聞いていますし、加えて先日の夜会で彼が派手にぶちあげたでしょう。正妃にする、と」

「あ──」

　あれは、とリーゼルは羞恥をやり過ごすためにスカートの表布をぎゅっと握りしめた。

「あれには、わたしも驚いていて……」

　すると、ハインツは吹き出すように笑った。

　不敵に笑うか、気だるげな様子で物思いに耽ることの多いアレックスと比べて、人懐こい笑い方。見た目通り穏やかな性格なのだろうと思わせる。無論、それは初対面であるリーゼルの抱いた感想でしかなかったのだが。

「風狂皇子と揶揄されるアレックスらしい言動でしたね。あなたを抱き上げて広間から颯爽といなくなった後、結構な騒ぎでしたよ」

「そうなんですか？」

　慌ててたずねるリーゼルに、ハインツは「はい」と頷いた。

　それもそのはずだ。なにしろ、あれからリーゼルを取り巻く人々の目が一様に変わってしまったのだから。騒動のあった夜会のその後が、平和におさまったわけがない。

「あ、あれは……本気なのでしょうか。それとも、わたしや他の方々をからかって遊ばれている？」

　ハインツがアレックスを呼ぶ雰囲気に親しげなものを感じたリーゼルは、思いきって彼にたずねてみた。まだ出会って日の浅い自分よりも、よほどこの皇子の方が彼のことを知っていると思ったのだ。

　ハインツは手元の薔薇を指先で弄いじりつつ、軽く首を傾げてみせた。

　その手には手のひらにおさまるくらいの大きさをした園芸用の鋏がある。

「さあ、どうでしょうか……」

　パチン、という音が響いた。

　彼は手ごろな薔薇を数本選び、丁寧に棘をとってからリーゼルに手渡す。恐縮するリーゼルに優しく微笑みかけて、ハインツは言った。

「アレックスの本心はわかりませんね。ただ、彼はこうだと言ったことは必ずそうするのですよ。たとえ天に背こうと、誰が反対しようとも、ね」







「ハインツ殿下に頂いたのですか？　綺麗な白薔薇ですわね」

　部屋に戻ると、ヴェラは喜んで花瓶を用意してくれた。途中までハインツに送ってもらい、無事に部屋まで帰り着くことのできたリーゼルは事の次第を彼女に説明する。

「びっくりしたわ。よりにもよって皇帝陛下の皇子さまが手入れをなさっている薔薇園に入り込んでしまうなんて……優しそうな方でよかったけれど。それに、アレックスさまと仲がよいご様子だったわ」

　リーゼルはハインツとのやり取りを思い出して、あらためてほっと胸をなでおろした。なにしろ、敵意を向けてくる相手が多いなかで、彼はまったくその手の気配を感じさせなかったのだ。

　しかし、ヴェラは微かに眉根を寄せている。

「ヴェラ？　どうしたの」

「いえ、たしかにハインツ殿下はお人柄もよく優しいお方だというお話ですが……ほら、今朝がた言ったばかりじゃないですか。アレックス殿下のお父上を殺害したのは叔父上である皇帝陛下という噂があるわけで……」

「あっ」

　そうだ、噂が本当ならアレックスとハインツは政敵の息子同士という立場になる。それも、皇位継承権を持つ第一皇子同士。リーゼルは初めて会ったハインツの笑顔を思い出した。

「でも、とても権力に固執するような方には見えなかったわ。アレックスさまの方は……正直なところ、よくわからないのだけど」

「そうですわね……きゃっ」

「ヴェラ!?」

　新しいお茶を淹れようとしていたヴェラの悲鳴を聞いて、リーゼルは思わず立ち上がった。ヴェラの手を滑り落ちたカップが絨毯の上に落ちる。横倒しに転がるカップの中から出てきたのは黒くて大きな──蜘蛛だった。ワゴンに伏せて置かれたカップの中に自ずから入り込むことなど不可能。だとすれば──。

「いやがらせですわ、リーゼルさま──」

「と、とって、ヴェラ！」

　ふたりは互いに手を取り合い、赤い絨毯の上を這う蜘蛛から少しでも距離をとろうと後ずさる。

　いつもは頼りになるヴェラも、リーゼルに抱き着いて涙目になっている。

「わ、私も蜘蛛は苦手で……!!」

「わたしは蜘蛛以外も虫は全部だめよ！　ど、どうしよう……誰か人を呼んで……」

　顔を見合わせてうろたえていると、天からの助けか、窓を叩く音がする。

　はっとして振り返ると窓枠に肘をついてこちらを覗き込むアレックスの姿があった。

「何を騒いでる」

「アレックスさま!?　ど、どうしてそんなところにいらっしゃるのです？」

「ちょっとそこの庭先を通りかかったら、悲鳴が聞こえた。何かいるのか？」

「く、蜘蛛が……」

　アレックスは窓枠を飛び越えて部屋に入ると、恐れおののく二人をしり目にさっさと蜘蛛を踏み潰してしまった。リーゼルはその瞬間、ぎゅっと目を閉じて顔をそむける。ワゴンから取った布巾を使って死骸を包み込むと、アレックスはそれを適当にくず入れの中へ放り込んだ。

「なんで蜘蛛なんかいたんだ」

「…………」

　いやがらせとは言いにくい。

　リーゼルはヴェラと視線を交わしあった。

「まあ、別にいいが」

　アレックスが頭をかくと、髪についたほこりが落ちた。

　よく見ると肩や膝も白く汚れてしまっている。リーゼルが不思議そうな顔で見ていることに気づいたのか、訳をのべた。

「普段使っていない小屋で探し物をしていた。人の手を入れたくなくてな、手入れが行き届いていない」

「小屋……蒐集物を集めているというお話は聞いたことがありますが……」

「ああ」

　アレックスは悪戯めいた色を瞳に浮かべ、肯定とも否定ともとれない曖昧な笑みを唇に乗せる。

「あとでお前にも見せてやろうか？　大陸にはいない恐ろしい獣の剥製だとか、大昔に使われた拷問道具だとかそういうものがたくさん──」

「け、結構ですわ、アレックスさま！」

　剥製や拷問道具と聞いてリーゼルは悲鳴をあげた。

（そ、そんなのを集めてらっしゃるの？）

　本気でおびえるリーゼルの反応に満足したのか、アレックスは喉を鳴らして笑うと、ヴェラに席を外すよう指示した。お辞儀をして侍女が出ていくと、彼は部屋の主よりも堂々とした素振りで室内を見渡した。

　椅子に深く腰掛け、ゆったりと膝を組む。

　リーゼルはどうしたらいいのかわからず、立ったまま彼の動向を見守った。相変わらず何を考えているのかわからない──注意深く表情を探れば少しはわかるだろうか。

　顔色をうかがうリーゼルがおかしかったのか、アレックスは軽く笑った。

「お前はいつもそうやって上目使いに俺を見るんだな。何がめずらしい？　男そのものか、それとも皇子という身分か。だがな、お前も十分にめずらしいぞ。大抵の女は俺を見ればすぐに媚びるものだ。なぜそうやって、遠巻きに眺めているだけなんだ？　正妃になって名誉と豪華な暮らしを手に入れたいとは思わないのか？」

「わたしは……」

　アレックスの身勝手な物言いを、リーゼルは否定するようにゆっくりと首を振った。

「自分の立場はわきまえているつもりです。ただ、平穏に過ごせればそれで」

「本当に？」

　アレックスは上向けた手のひらでリーゼルを己のそばに呼び寄せる。

　言われるまま歩み寄ると、伸びてきた右手がリーゼルの顎をとらえた。

「あっ」

　口づけられそうになって、反射的に身をよじる。

　アレックスは構わず掴んだ顎を固定して、リーゼルの薄らと色づいた唇を獣のようにほふった。濡れた舌に歯列を割られ、無理やりとらえたリーゼルの小さな舌を甘く噛む。

「ん、ふぅっ……」

　いつの間にかもう片方の腕が腰に回されて、ぐい、と抱き寄せられた。ドレス越しに脇腹から胸の真下までを探られるとくすぐったいような微妙な感じを覚える。激しく口づけされながら指先は肝心なところには触れないという矛盾に翻弄されて、既に頭が真っ白になりそうだった。

「アレ、ックス……さまっ……」

　ようやく唇が離れたとき、リーゼルは喘ぐように息を吸い込んだ。

　ぐったりとした体をアレックスは自分の膝に座らせる。そのまま器用にドレスの紐を解き、果実の皮を剥くようにリーゼルの上半身を露わにした。

「ぁ……」

　続けて、胸元に冷たくてとろりとした蜜のようなものが垂らされる。

　どこに持っていたのか、それは繊細な硝子細工でできた小瓶だった。アレックスは外した蓋をテーブルに置くと、さらに中身をリーゼルにふりかける。

「ひゃっ……ア、アレックスさま、なに？　なにを──」

「正妃教育の一環、ということにしておこうか」

　コルセットを外して完全に裸となったリーゼルの上半身に、アレックスの指先が金色をした液体を塗っていく。鎖骨を撫で、胸元へ。そして──。

「は、ぁう」

　にゅるん、と濡れた手のひらで乳房を揉まれ、息が止まりそうになる。

　続けて乳首を摘ままれ、押しつぶすように弄られる。じん、とする痛みと快感がないまぜとなってリーゼルを襲った。まだ外は明るい、うららかな午後。万が一、外の庭を誰かが通りかかれば全てが丸見えだ。

「アレックスさま、やめて、やめてください。行為なら夜に、ベッドで……んッ」

　びくん、と一ひと際きわ激しくリーゼルの背がのけぞる。

















　仰向いた顎が震え、癖のある亜麻色の髪がさざなみのように背中で波打った。アレックスの唇が右乳房の突起を含み、舌先で転がす。飴を舐めるような仕草に羞恥がこみ上げ、喘ぎがもれる。

「ふ、ぁっ！」

「ガーリンから取り寄せたアカシアの蜜だ。どこにある国かわかるか？」

「はぁ、んっ……大陸の南にある、サバンナが国土の大半を占める王国……です、ぁ、あんっ！」

　後ろに回ったアレックスの手が背骨をたどってリーゼルの小ぶりな尻を鷲づかんだ。

　真っ白になりそうな頭を必死で動かして、リーゼルはつい先ごろ読んだ本の内容を暗唱する。

「ウルバッハとは、んっ……一七二十三年の一年戦争後に結ばれたヒルズ条約以降、良好……な、関係、をッ……ぁ、あっ」

「そうだ。ちゃんと勉強したんだな」

「それ、くらいはっ……ぁ、あっ」

「ガーリン王国からはベルギウス侯爵の甥に王族の姫が嫁いできたばかりだ。外交はうまくいっている。では逆に、警戒するべき他国は？」

「ひゃんっ!?」

　割れ目を長い中指が這う。

　濡れた感触をとんでもない部分に感じて、リーゼルは目を見開いた。

「やだ、アレックスさまっ!?」

「気持ちいいだろう？」

「や、ぁんっ」

　ぐるりと蜜を塗りつけられて、後ろの蕾がひくついた。

　思わずリーゼルはアレックスの首にしがみつく。

「やめてください、やだ、そんな場所っ……あぁっ、ん……っあ！　ぁっ!?」

　体内に異物を感じて、リーゼルは愕然とうち震えた。

　濡れてしとどに愛液をもらしている方の蕾ではない。そこではなくて、もっと後ろの──！

「やっ、ぁっ、ン！　んんっ……！」

「ほら、答えろリーゼル」

「ひ、ひとつはバーゼルト王国……で、すっ、ん、ウルバッハ帝国に匹敵する国力を持ち、国境を共有……するっ……も、ひとつ……は大陸の東端に……ある、異文化の、国っが……ぁんっ」

　蜜の滑りを借りて、アレックスの指先はずぶずぶとリーゼルの中に入っていってしまう。

「あ、ぁ、あぁ……！」

　もはやリーゼルはそれ以上答えることができなかった。

　喉をそらし、天井を仰いで小刻みに腰を震わせる。

「そうだ。バーゼルトとは国境の所有をめぐって緊張関係が続き、東欧の諸国は猛々しい騎馬民族の連なりだ。幾度も他国に攻め入られながら、その全てを防ぎ切った不敗の小国群……ふっ、根本まで入った」

　言われずとも、硬い指の感触が粘膜越しにわかる。

　恥ずかしがって腰を揺すると余計に形が伝わってしまい、リーゼルは悲鳴のような喘ぎを上げた。

「んっ、んぁっ！　ぁっ」

　狂ったようなリーゼルの嬌態に興奮したのか、アレックスの声色に熱が帯びる。手のひら全体で尻を掴んだまま、くいっと指を動かした。

「ふぁっ！」

「んっ……」

　掠れた声で喘ぎ、アレックスはズボンの前をくつろげた。

「リーゼル」

「アレックス、さま……ぁっ」

　涙のにじむ目を開けると、眼前に屹立する肉の剣。

　アレックスは残りの蜜を自らのそれに振りかけた。リーゼルが触れると、にちゃ、といやらしい音がする。

「くっ」

「ンっ──」

　軽く上下に扱くだけで、アレックスのそれはかさを増して天を突いた。

　欲しい、とリーゼルは身の内で叫ぶ欲望の存在を知る。後ろの蕾と同じように本来これがおさまるべき場所を埋めて欲しい。

（わたし、わたし……っ）

　こんな恥ずかしいことを考えてしまう己を戒めようとする理性は、アレックスの誘いにあっけなく崩れ去ってしまう。

「来い、リーゼル。きちんと勉強していた褒美だ」

　膝をアレックスの腿に預け、うながされるまま足を開いた。

　手で濡れそぼった剣の先を、自らの蕾に導く──。

「はぁっ……」

　満ちる。

　アレックスで、リーゼルの体内が。

「ぁ、あッ！　あんっ、んっ!!」

　己を貫く男の首にしがみつき、リーゼルは激しい嬌声をあげた。

「んぁあっ！」

　ぐり、と後ろから中に入ったままの指先が最奥を突いて刺激する。

　そちらに気をとられていると、今度は肉の剣が猛々しい動きでリーゼルを身体ごと揺らした。思わず気を失ってしまいそうな快楽の嵐に、いつしかリーゼルもアレックスの動きに合わせて腰を振るようになる。

「はぁ、は、んっ……」

「ふ、くっ──」

　アレックスは指を抜き、両手でリーゼルの腰を抱き寄せた。

　ぴったりと二人の腰が密着する。自分の体重がかかる分、ベッドで仰向けに抱かれるよりも深くアレックスを感じる──！

「リーゼル、お前意外とこっちの才能もあるんじゃないか」

「あ、あッ」

「んっ！」

「んぁッ!!」

　ついに放たれた白濁の液体が体の真奥で弾け、最後の、そして最大の快楽をリーゼルに与えた。何も考えられない。ただ熱い迸りが到達した瞬間、自らの蕾も花開いて歓喜の蜜を放出した。

「……久しぶりに……」

　ぐったりともたれるリーゼルの背を撫でながら、アレックスがつぶやく。

「本気でいったな。おい、リーゼル聞いているか」

「…………」

　けれど、リーゼルにはもう答えることができない。

（わたし……）

　花開いてしまった──。

「アレックスさま、わたし……」

「なにをおびえてる。大丈夫だ、リーゼル」

　大丈夫、と髪を撫でられ、リーゼルは肩を震わせる。

　自分が自分でなくなってしまうようで、こわい。心を許しているとはまだ言い難い男の胸にすがってしまうくらいには、リーゼルにとって自分の変化は耐えようのない心細さを感じさせるものだった。

「どうして……」

「ん？」

「どうしてわたしなのですか。他にも愛妾はおられるのに、なぜ……」

　行為によって昂ぶり疲労した心は、ただ子供のように問いかける。

　なぜ、と。

　リーゼルは人質であったはずだ。

　恋も知らず、数いる妾のひとりとしてこの城で一生を終える……。

（そうだわ、わたしは恋も知らなかった）

　蕾はほころび、体は肉の快楽を知ってなお、そんな誰しもが抱いて当然の想いをまだ知らない。辺境の地に生まれ育ち、過保護な父と優しい姉たちに囲まれて育ったリーゼルは、外の世界も異性の存在とも縁遠い娘だった。

　触れ合った男はアレックスのみ。

　そう、はじめての──。

　黙して語らないアレックスの瞳を間近で見つめる。

（綺麗な瞳……）

　濁りの一切ない、透き通るようなヘイゼルの瞳。

　正妃にする、というからにはリーゼルを愛してくれているのだろうか。

　まさか、とすぐに打ち消す。

　さっき、アレックスが言ったばかりではないか。権力に執着する他の姫よりもおとなしいところが好ましい、と。それは恋や愛とはまるで違う。
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　衣服を身に着けると、後は侍女に任せてアレックスはリーゼルの部屋から出て行った。来た時と同じように窓から庭へ出ると、自室のある棟ではなく更に庭の奥へと足を運んだ。

　目印である噴水を通り過ぎると、やがて薔薇園が見えてくる。

「ハインツ」

　呼びかけると、すぐにハインツが姿を現した。

　ここは彼が手ずから管理している。

　国でも指折りの造園家を招しょう聘へいし、選りすぐりの種を選び、数年以上の年月をかけてここまで完成させた。ただ華やかなだけではなく、計算されつくされた造形物と石像の配置。枯れた花や虫のついた花がいっさい目につかないほどに手入れが行き届いているさまが、ハインツの繊細でありながらも妥協を許さない性格をあらわしている。

　彼は自分より三歳年上の、そしてやや背の高い従兄皇子を見上げ、くすりと笑った。

「随分と甘い匂いをただよわせていらっしゃる。蜂に狙われでもしたらどうするんです、アレックス」

「蜂なんぞ怖いものか。寄ってきたところを叩き落とせばすむことだ」

　着崩した服装はしっかりと着用するよりもよほどアレックスに似合っている。情事の後の気だるさも隠さず、髪をかきあげながら手近にあった薔薇の花を指先で弄んだ。

「本当に怖いものはな、同じ人間だ。己の欲を満たすために人を欺き、罪を犯す」

「…………」

「例の件、問題なく進みそうだ。先ほど隠れ家で最終確認のために落ち合ったが、最後まで保留していたベルギウス侯爵もようやく了承した」

「ならよかった。しかしアレックス、リーゼルを本気で正妃にするおつもりで？」

　今度はアレックスが沈黙する番だった。

　ハインツはただ、彼の返答を待つ。年が近いこともあって、幼い頃からよく一緒に遊んだ仲だった。剣の腕は宮廷随一と言われるアレックスに譲るが、狩りならハインツに軍配があがる。

　一拍を置いた後、アレックスは唇の端を吊り上げた。

「あれは意外と掘り出し物だった。磨けば光るぞ。それに……」

　ぷつ、とアレックスは一輪の白薔薇をもいで口元に寄せる。

「あんな女は初めてだ。俺がどれほど乱暴に扱おうと、健気に応えようとする。しかもそれが媚びるのとは違うんだ。本心から尽くそうとしている。不思議なことだがな」

「まさか、本当に好きになったと？」

　からかうようなハインツの声色に、アレックスは鼻を鳴らす。

「そこまでは言っていない。ただ、好感は持った」

「ふうん……」

「何だ、そのもの言いたげな目は」

「いえ、アレックスが人を褒めるのを初めて見たので。確かに宮廷の貴族令嬢や姫君たちとは雰囲気の違う少女でしたね、リーゼルは」

「話したのか？」

「昼前にこの薔薇園まで迷い込んでいらっしゃったので、少しだけ。薔薇を差し上げたらとても喜んでくれました」

「白薔薇か……」

　誇り高い香りを嗅ぎ、アレックスは空を見上げた。

　澄み渡る薄青の空にウルバッハの帝国旗がはためいている。敷地内の建物で最も高く、最も日の出に近い東の塔の屋上に掲げられた濃紺の旗には、正面を向いた雄牛とその角を飾る白薔薇の意匠が鮮やかに描かれていた。

「好感をもたれたのであれば、いじめるのもほどほどになさって下さいね」

　ハインツの言葉にアレックスは視線を地上に戻した。

「誰が誰をいじめるだって？」

「言うまでもないでしょう」

「まさか、リーゼルのことか？　別にいじめてなど……」

　アレックスはハインツのいさめるような眼差しに言葉を切り、頭をかいた。

「……そうか。まあ、そうかもしれないな」

　そうしよう、と呟いてから神妙な顔つきで頷いた。
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　それからしばらくの間、リーゼルは同じような日常の繰り返しに明け暮れた。

　朝起きて食事をとった後、読書か縫物の練習をする。午後は茶会の誘いがあればおもむくものの、他の愛妾や姫君たちのいやがらせに耐える日々が続いた。

「なんだ、景気の悪い顔だな」

　様子を見に来たアレックスが他人事のように言うので、リーゼルは慌てて取り繕った。

「なんでもございません。ちゃんと勉強はしております」

「勉強ばかりで飽きないか」

「あの、ええと……」

「少しは息抜きに出かけてみるか？」

「えっ……」

　突然の誘いにリーゼルは驚いて聞き返した。

「どちらへ？」

「町だ」

　町、と繰り返す。

　ウルバッハ帝国の城下町は外壁に守られた堅牢な土地柄だ。国で最も大きな町道が通っていて、関所の審査に通った商人や旅人で常に賑わっている。アレックスによれば、今日は月に一度の市が立つ日だという。

「ご視察ですか？」

　リーゼルが尋ねたのは、民や領地を治める者の務めとしてそういう仕事があると父から聞いていたからだ。

　しかし、アレックスは首を横に振った。

「いや、お忍びで遊びに行こうと誘っている」

　大胆にもそんなことを言い出すので、リーゼルは困惑した。

「ふたりだけで外出など、危険なのでは？」

「お前、城の中なら安全だとでも思っているのか」

　意味ありげに笑い、アレックスはリーゼルを手招きした。

　強引に誘われれば断りようがない。ドレスの裾をつまみ、アレックスの手を借りて窓枠を越えた。見張りに気づかれないように、ふたりは庭を回って裏門に向かった。どうやら、この中庭は敷地の色々なところに繋がっているらしい。

　アレックスが言うには、万が一の時に使われる秘密通路も存在するということだった。

「後でお前にも教えておかないとな。いつ、何が起こるかわからない」

「そんな日が来て欲しくはありませんけど……あ、あの噴水は見覚えがあります。向こうに行くとハインツさまの薔薇園があるのですよね」

「ああ、そうだ。あいつと話したんだってな」

「はい。優しそうなお方でした」

「…………」

「アレックスさま？」

「お前、俺のことはまるで褒めないくせに、あいつのことは褒めるんだな」

「えっ……」

　その拗ね方がまるで子供のようだったので、手を引かれて歩いていたリーゼルは面食らってしまった。別に他意があったわけではない。それに、アレックスに対する自分の気持ちがまだ固まらないのだ。

（最初ほど怖くは感じない……けれど）

　初対面でもわかりやすいハインツと違って、アレックスはやはり掴みどころがない。

　獅子のように気ままかと思えば、子供のように嫉妬してみせる。

「なんだ、俺の顔に何かついているか？」

「あっ、いえ、なんでもありません」

「そうか、ならいいが。──着いたぞ、そこの馬車で出かける」

「馬車……」

　裏門の脇に、木々の陰に隠されるようにしてこっそりと置いてあったそれを見て、リーゼルは目を瞬いた。普段使っている──例えばリーゼルが実家から宮廷にやってくる時に使ったような馬車とはまるで違う、木製の大きな箱に御者台をとってつけたようなおんぼろの馬車だ。彫刻や金箔などの装飾が一切ないどころか、壁には割れ目が入り、ところどころ変色している。

　おとなしそうな鹿毛の馬が二頭繋がれているが、こちらもあきらかに毛づやが悪かった。

　到底、皇子が使うような馬車には思えない──。

　驚いているリーゼルにアレックスは呆れたように言った。

「お忍びで行くんだから、これでいいんだ。皇族御用達のあのド派手な馬車でいけるか、ばか。いいから中に入れ。着替えが用意してある」

「きゃっ」

　手を引かれ、戸を開けた馬車の中に放り込まれたリーゼルは思わず声をあげた。中は余計な装飾がない分、いつもより広く感じる。アレックスは変装した侍従らしき御者に指示を出してからリーゼルの隣に座った。椅子の背越しに腕を伸ばして、衣装箱をとる。

　衣類の入った箱まで安物という徹底ぶりだ。

　カチ、と音がして留め具が外される。中に入っていた衣類をアレックスは乱暴な手つきで引っ張り出すと一着をリーゼルに投げてよこした。

「ほら、これがお前の分だ」

「ブラウスと……エプロンドレス？」

　リーゼルは受け取った服を目の前で広げてみる。

　着古された麻のブラウスと同色の下衣に、林檎色のエプロンドレスという取り合わせだ。

「つまり、変装しろと……？　きゃあっ！」

　目の前でアレックスが服を脱ぎ始めたので、思わず悲鳴をあげてしまう。

「なんだ、別に初めて見るものでもないだろう」

「そ、それはそうですけど」

　彼の言っていることはもっともだが、あの時はいつも頭が真っ白になる快楽に支配されてしまっているから──だから、こうして素面しらふの時に改めて見せつけられて戸惑うのも仕方ないとリーゼルは思う。

「…………」

　ちら、とアレックスの裸を見る。よく鍛えられた体だ。小麦色をしていて、しなやかな筋肉を纏っている。

「見てないでお前も着替えろ」

「えっ、アレックスさまの前で、ですか？」

「だから、何をいまさら恥ずかしがっている。ほら、早くしろ」

「で、でも……いつもヴェラが手伝ってくれるから……」

　恥ずかしいのを我慢して急かされるままにドレスの留め具に手を伸ばすリーゼルだが、手探りでは難しい。業を煮やしたアレックスが慣れた手つきで脱がしにかかる。

「俺が手伝ってやる」

「えっ？　きゃ、きゃあっ！」

　正面からリーゼルを抱くように回したアレックスの手が器用に留め具を外し、ドレスを剥いでしまう。ぶるり、と肩が震える。外気にさらされた肌が微かに粟あわ立った。

　だが、それだけでは終わらない。

　続けてアレックスはコルセットの紐も解き始めた。

「こ、これもですか!?」

「当たり前だろう。町娘はこんなものをつけたりしない」

「で、でも……」

「なんだ？」

「これでは、胸が……」

　こころもとない、とリーゼルは着替えを終えた胸元を手でおさえた。

　いつもはコルセットで腰から胸の半ばまでを締め付け、谷間を作っている。それがないと、直接ブラウスに乳房が当たって硬い麻の布地に擦れるのが少し痛い。

　自分も麻のシャツと脛の出るズボンに着替えたアレックスは、ふうんと目を細めてリーゼルを見た。

「新鮮だな」

「ひゃっ……」

　出し抜けに胸を揉まれて、リーゼルは真っ赤になった。

「やだ、やっ……何をするんですか！　ふぁ、あんっ」

　しかし、触られた事実と感触以上にアレックスの楽しそうな笑みが、リーゼルを羞恥に追い込むのだった。出会った当初は不敵さばかりが前面に押し出されていたアレックスだったが、最近はこうやってからかいと好意を含んだ笑顔をよく見せる。

「いい声を出すようになったな」

「んっ……」

　腰を抱き寄せ、アレックスはやや丁寧にリーゼルの唇を奪った。

　スカートの中に潜り込んだ手に膝から腿を撫で上げられると、鼻にかかった嬌声が漏れてしまう。

「アレックスさま……」

　声が熱を持つのも仕方ない。

「あ、んっ」

「このまま抱くのも悪くないが、今日の用事は別にあるんでな。我慢しろ」

「わ、わたしは別に！」

　まるで、リーゼルが欲しがったような言い分のアレックスに憤慨してしまう。

（ちがうわ、わたしはそんなこと思っていないもの）

　無意識のうちに両の太腿を擦り合わせ、スカートの裾を直した。じんわりと局部に感じる痺れのような感覚が性欲の兆しであると認めるには、まだ初心なところが残っている。アレックスも敢えて、それを愉しんでいるようだった。

　なんだか居心地が悪くて、リーゼルはアレックスから離れた壁際にぴったりとくっつき、膝の上に置いた手を握りしめた。そんなリーゼルの気持ちなど知ってか知らずか、アレックスはしれっとした顔で外の御者に指示を出す。

「馬車を出せ」

「はっ」

　御者が馬を走らせると、馬車は裏門からひっそりと城内を抜け出した。門番にも話を通してあるらしく、重厚な扉は既に開かれてリーゼルとアレックスの乗った馬車を問題なく通した。窓から振り返ると、門はすぐさま閉まった。

「アレックスさま、大丈夫なのですか？」

「ああ、門番には誰にも告げないように賄賂を渡してある。元は俺の近侍にいた近衛兵だ。そう簡単には裏切らないさ。ほら、河を渡るぞ」

　城壁を出るといくらも行かないうちに大きな河が見えてくる。

「カイロス川……！」

　雄大な、ウルバッハ帝国一の長さを持つ河川だ。

　バーゼルト王国の山脈から湧き、ウルバッハ帝国を横断して東の海に流れ出る。リーゼルの生まれ育った実家のすぐ近くを通る河川でもあった。

（懐かしい……）

　まだアレックスの元に来て一カ月も経っていないというのに、何年も昔のことのように思える。

「どうした？　また家に帰りたくてさびしくなったのか？」

　窓枠に手を乗せて、じっと大河の流れを見つめるリーゼルの隣でアレックスが言った。彼は腕を組んで椅子の背に寄りかかっている。

「アレックスさまは……」

「ん？」

「……アレックスさまは、お父さまを亡くされてから、寂しかったりされましたか？」

　虚をつかれたらしく、アレックスは目を見開いた。

　リーゼルは窓の外を見たままだ。

　馬車はがたんと揺れながら橋にさしかかり、大河をゆっくりと渡ってゆく。見た目はみすぼらしい痩せ馬だが、足取りは意外なほどにしっかりとしていた。

　背後でアレックスが身じろぐ気配があった。肩越しに振り返る。彼は反対側の窓枠に肘をつき、物思いにふけるような眼差しで前を見つめていた。

「俺には寂しい、という気持ちがよくわからんな」

「え？」

　意味をつかみかねて問い返すリーゼルに、アレックスは繰り返す。

「寂しいという気持ちがそもそもわからん。志半ばに倒れた父上の心中を思えば悔しい、とは思ったが。父上の死が謀略によるものではないかという噂は聞いているのだろう？」

「あ、はい……」

「事実だ」

「えっ……」

　思わずリーゼルは目をみはった。

　アレックスは顔色ひとつ変えない。

「証拠はない。だが、状況的に考えて父上に毒を盛ることができた人間のなかで確実な動機をもつのは叔父上ただひとりなのだ。倒れられた父上が意識不明であるうちから、叔父上は俺の皇太子位の剥奪に動いていた。十年前だ。あの頃の俺に、なすすべなどなかった」

　動機──それはつまり、皇位の簒さん奪だつに他ならない。

　リーゼルには、血を分けた兄を殺してまで手に入れたいと願う人間の気持ちはわからなかった。だが、それを平然と行う人間もこの世にいるという事実は確かである。

　ウルバッハ帝国の長い歴史を紐解けば、似たような事例はいつの時代にもみられるのだ。

「そんな……」

「だから、城の中なら安全だとは思わない方がいい」

　出がけに言った言葉をアレックスはもう一度繰り返して、リーゼルの腰を引き寄せる。間近に彼の横顔を見上げ、リーゼルはただ頷くしかなかった。

「アレックスさま……」

「ちっ、せっかく遊びに出かけるってのに、しめっぽい話になってしまったな。もういい、さっきの話は忘れろ。もう町に入る」

　橋を渡るとすぐに市場が見えた。

　町道沿いにさまざな商品を並べたテントが並ぶのを、リーゼルは物めずらしげに馬車の窓から眺めた。雑多な匂いが流れこむ。土の埃、香料、馬や豚といった獣の臭い。鳥の甲高い鳴き声もする。古今東西の国や町から集まった商品がここで売り買いされるのだ。

「ウルバッハの通貨は他国と比べて質が安定している。輸入品が多く入り、品ぞろえは大陸一だ」

　馬車を止め、先に降りたアレックスの手を借りてリーゼルも町に降り立った。

「すごい、人がたくさん……！」

「はぐれるなよ」

「は、はい」

　無意識に、アレックスの腕にしがみつく。

　こんなところでひとりになったら絶対に帰れなくなる──！

　雑踏は商品を求める客で押し合い、彼らの中に混じった途端、リーゼルは伯爵令嬢という身分も皇子の愛妾という地位も関係ない、ひとりの町娘でしかなくなった。

　一方のアレックスなど、相好を崩した中流階級の若者といった風体で気軽に商人と会話を交わしている。もぎたての果物を売っているテントで林檎をひとつ買い、持っていたナイフでリーゼルの分を切り分けた。

「あの、立ったまま食べるのですか？」

「いや、歩いたまま食え」

　にやり、と笑ってアレックスは残りの林檎を威勢よく齧かじる。

「あ、歩いたまま……」

　そんな行儀の悪いことをしたことがなかったリーゼルは驚愕したが、アレックスは気にせず林檎を咀嚼する。見よう見まねで、一口齧る。実家の屋敷や宮廷で出されるものより硬くて、あまり熟していない。

（でも、なんだか新鮮……）

　皮ごと齧るなど、家でやったら父上に絶対怒られるだろう。

　それどころか、外で歩きながら食べるなんて。生まれて初めての経験にそわそわしてしまう。

















「町は初めてか？」

　賑わいに紛れてしまわないように、アレックスはリーゼルの耳元に顔を近づけてたずねた。

「実家のあるコルネリウス領の町なら……でも、こんなに大きくて賑やかな町は初めてです」

「そりゃ、帝国首都の城下町だからな。あらゆるものが揃い、あらゆるものが手に入ると評判だ。言っとくが、これでも今日は控えめな方だぞ。本当に景気のいい時期はもっとすごい」

「も、もっとですか？」

「そうだ」

　少し誇らしげに聞こえたのは気のせいではないはずだ。

　目尻を下げて得意げに笑うアレックスの表情は、今まで見たどれよりも柔らかだった。

「──」

「どうした」

「い、いえ、別に」

　その時、一際大きく鳥の鳴声がした。

　──鶏だ。

「はいはい、よってらっしゃい！　みてらっしゃい！　なにも決闘するのは人間さまの専売特許じゃないよ。さあ、赤が勝つか青が勝つか、賭けた賭けた！」

　大きく手のひらを打ち鳴らした男が、どうやら賭けに参加する客を募っているようだ。

　道端に大きな柵を置いて、近くには数羽の鶏を入れた檻がある。よく見ると足首に、色のついた輪っかを嵌はめていた。

「アレックスさま、あれは？」

「闘とう鶏けいだ。鶏同士を戦わせて、どちらが勝つか予想して賭ける。俺は赤だ！」

　コインを投じるアレックスに対抗するように、周りからは次々と賭けを宣言する声があがった。

「俺も赤！」

「じゃあ青だぜ！」

「うーん、うーん……赤ァァァ!!」

「きゃ、きゃっ……」

　それらは次第に怒号となって、広場に響き渡る。

　ぎゅっと、リーゼルはアレックスにしがみついた。屋敷でも宮廷でも、こんな風に人が叫んで盛り上がるのは見たことがない。そのうちに檻から二頭の鶏が放たれ、激しく興奮して互いに暴れあった。

　羽毛が散り、嘴で抉られた場所から血が滲む。

（い、いたそう）

　痛々しい光景に思わず目をつぶってしまいそうになるリーゼルだが、そんなのは自分ひとりだけで周囲は威勢よく「いけ！」だの「おせ！」だのとけしかけるばかりだ。

　誰もが楽しそうに目を輝かせていることに気づいて、愕然とする。

（これが人々の娯楽なの……!?）

　貴族たちなら狩りがせいぜいのところだ。

　野蛮、という言葉は、けれど彼らの生き生きとした表情にかき消されてしまう。毎日決まりきった生活を繰り返す宮廷に暮らす人々とは違う、今一瞬に全力をかけている。

「ひるむな！　まだ戦えるだろう、いけ！　おじけづくな!!」

　一緒になって叫ぶアレックスもまた、同じ生気に彩られていた。

　夜、リーゼルの耳元で囁くけだるげな声とはまるで違う。窮屈そうな宮廷着に身を包み、つまらなさそうに肩をそびやかしている彼とは別のアレックスが、そこにいた。

「どうした？」

　じっと見つめ過ぎたのか、振り返るアレックスに慌てて「いいえ」と首を振る。

　まさか、改めてその顔立ちに見入っていたとは言えなかった。

（だって、アレックスさまとお話するときは決まってあの腕に抱かれてしまうから……それに、宮廷ではなんとなく怖くてなかなかお顔を見れないんだもの……）

　ちら、と彼の横顔をうかがう。

　瞳の色は太陽に透かされて部屋の中で見るより薄い。いまさらながら、端正な顔立ちだ。赤の鶏が勝ったのを見て子供のように破顔する。

「今日は幸さい先さきがいいな」

　通りに看板を出していた酒場に入り、アレックスはエールと呼ばれる穀こく物もつ酒しゅを注文した。

　気づいた店主が調理場から声をかける。恰幅のよい、口ひげの生えた中年の男だ。

「よう、久しぶりだなアル。今日はかわいい娘を連れてるな」

　リズだ、とアレックスはリーゼルを指して言った。

　自分はアルと呼ばせているらしい。

「何かおすすめは入ってるか？」

「今朝締めたばかりの羊が今焼ける。ここんとこ、いい肉がなかなか入らなくてな、でもこれは結構いけるはずだ」

　奥から肉を炙あぶる香ばしい匂いがここまで漂った。いくらも待たないうちに出てきたのはナツメグで臭みを消して胡椒で味付けをした羊の腰肉だった。薄くそぎ落としたそれを、焼き色をつけたパンに挟んで食べる。

「んー……！」

　羊の肉は硬くて、リーゼルは噛み切るのに苦労した。

　四苦八苦しながらも普段食べたことのない味に感動している間に、アレックスは集まってきた男たちと何やら話し込んでいる。

（知り合いなの？）

　隣のテーブルについた三人組の男は職人らしく、汚れた靴にエプロンを着ていた。

「仕事は入るけどなあ、鎧やら剣やらそんなのばっかりさ。お上は安く買いたたくし、人はすぐやめちまう。ちょっと腕の立つやつは軍に引き抜かれちまうしな。あとは老人と子供ばかりだ」

「ここはまだいい方だろう、東の方の村は結構人が減ってるらしいぜ。税金が高すぎるんだ」

「まったく、今の皇帝陛下になってからどうもうまくいかない。知ってるか、また強盗が出たんだってよ。夜は危なっかしくて男でも一人じゃ歩けねえ」

　彼らの愚痴をアレックスは神妙な顔で聞いていた。

　話をまとめると、どうやら民衆は今の皇帝にあまりいい感情をもっていないらしい。そういえば、とリーゼルは父であるコルネリウス辺境伯が言っていたことを思い出した。

（お父さまも、献上金や兵士の派遣について困ってらっしゃったことがあったわ）

　首都での軍備増強に伴い、各地の諸侯に融資や兵士の派遣令が下ったらしい。ただでさえ強国との国境を任されている辺境伯にとって、軍隊はかけがえのない財産である。それを簡単に貸して寄越せと言われても難しいものがあると、コルネリウス辺境伯も頭を抱えていたのだった。

「──？」

　回想にひたっていたリーゼルは、がたんとテーブルが揺れたことに気づいて顔をあげた。ぶつかった男がアレックスに軽く謝ってから店を出ていく。その、アレックスとすれ違った時に何か書簡のようなものを渡した気がしたのだが──。

「アレックスさま？」

「どうした」

「今……」

　あら、とリーゼルは瞬きする。

　もうアレックスの手には何もなかった。

「いえ、なんでもありません……」

　見間違いだったのだろうか、とリーゼルは首をかしげた。

「食い終わったならそろそろ行くか。あまり時間をかけると抜け出したことがばれちまう」

　手招きされたリーゼルは彼の後について店を出た。

　ちょうど通りに出たところに花売りの少女がいた。籠いっぱいに、いろいろな種類の花を売っていた。その中に、白い薔薇があった。

「白薔薇は好きか」

「はい。ハインツさまの薔薇園も、見渡す限りの白薔薇でしたわね」

「あいつも白い薔薇が好きなのだ。俺と違ってまっすぐな奴だからな」

　その物言いにどこか拗ねた雰囲気があるのを、リーゼルは感じ取った。

　先日、薔薇園にひとりたたずんでいたハインツの姿を思い出す。

「たしかにハインツさまには白薔薇がお似合いだと思いますが……」

　リーゼルの中で、少しずつアレックスに対する印象が変わってきている。誇らしげに町を紹介した時、民衆と一緒になって盛り上がっていた時。屈託なく笑っていたアレックスもまた、まっすぐな人なのではないだろうか。

「ならば、アレックスさまは雄牛の方ですね」

　白薔薇といえば、帝国旗にも描かれているウルバッハの象徴のひとつである。

　だからリーゼルは、白薔薇が周りを飾る雄牛の方をアレックスにたとえた。

　強くたくましく、ただ前だけを見つめる勇壮なる雄牛に──。

「…………」

　きょとんとして、アレックスはリーゼルを見つめる。

「えっ、わたしなにか変なことを言いましたか？」

「いや……」

　口元を手で覆うアレックスは照れくさそうに言った。

「やめろ、恥ずかしい」

「えっ、あの」

　ごめんなさい、とリーゼルは反射的に謝る。

（なに、今のお顔……）

　いつも不敵な風狂皇子らしくない、横顔だった。

「おい、それをくれ」

　照れ隠しに少女から花を所望したアレックスは、棘をとったそれをリーゼルの髪に飾る。

「お前も白薔薇が似合うぞ、リーゼル」

「──」

　今度はリーゼルが頬を赤らめる番だった。

「あまり楽しくなかったか？」

「え……」

　馬車に戻る道すがら、リーゼルは驚いて顔をあげた。

「まさか、わたしのために……？」

　けれどその時、馬がいなないたせいでアレックスの返事は聞けずじまいだった。予想外の気遣いを感じて、リーゼルは戸惑う。来た時と同じように並んで馬車に乗り、町を後にする。

　突然正妃にすると言って困らせたのに、今度はこうやって優しさを見せる。

「…………」

　行きとは逆に、リーゼルはふと勇気を出して、壁際ではなくアレックスの傍に座った。肩と腕が触れる位置だ。

「──」

　ふっ、とアレックスが笑った。

　それでリーゼルも緊張がほぐれて、城に帰るまでのあいだ、軽く彼の肩によりかかるようにして時間を過ごした。




















　一緒に町へ出かけた日から、アレックスはよくリーゼルを遊びに誘うようになった。それはあの時のようにお忍びで城の外に出かけることもあれば、城内を散策して回ることもある。おかげですっかりリーゼルは城の間取りについて詳しくなった。

「あの塔が、いつも時を告げる鐘を鳴らす時計塔……その影が正午に伸びる方向が南門に通じているのですよね」

「そうだ。正門を間違える馬鹿はいないが、南門の場所は森を抜けるために慣れたものでなければたどり着くのは難しい。敷地内とはいっても、この森は結構深い。目印の石像を忘れずに覚えておけよ」

「は、はい」

　早足で先に進んでいってしまうアレックスの後を、リーゼルは懸命に追いかける。




　とある昼下がり、ふたりは城の敷地内にある森を散策していた。リーゼルが持っているバスケットにはヴェラが用意してくれた焼き菓子とワインが入っている。アレックスはさっそくそれをつまみ食いしながら、南門を目指して歩いた。

「どうしてそんな分かりづらい位置にある門の場所を教えておくかというとだな、万が一この城が攻められるようなことがあれば、逃げ道はそちらを使えという意味だ。正門は言わずもがな、裏門ぐらいは容易に敵が押さえてしまうだろう。だが、深い森の先にある南門だけは別だ。ほら、あそこを見ろ。あの雄牛の像が目印だ」

「雄牛……」

　目を向けると、確かにひっそりと雄牛の頭を彫った石像がある。さらに後ろを見やれば、何やら屋根のようなものが見えた。小屋があるらしい。

「ああ、薪を貯めておく小屋だが……」

　にやり、とアレックスが意地の悪い笑顔を浮かべる。

「よく逢引きに使われる」

「あ、あいびきですか？」

　なぜ、とリーゼルは不思議に思う。

　なにしろ、ここはウルバッハ帝国の粋を凝らした宮廷のある城なのだ。帝国内にあるどの城よりも荘厳かつ、広大な敷地を有している。皇帝陛下や皇子たちの暮らす居城の他にも、宮廷貴族用の屋敷や夜会用のホールなど建物を数え上げればきりがない。当然、逢引きに使える部屋などいくらでもあるだろうに──。

　リーゼルの幼い疑問に気づいたのか、アレックスは肩をすくめた。

「馬鹿、城の中で逢引きなんぞしたら誰かの目についてしまうに決まってるだろう。だから、わざわざ森の奥までやってくる。なぜ人目についたらまずいのかは言わなくても分かるな？」

「は、はあ……」

　いまひとつ分かっていないリーゼルに溜息をついたアレックスは、不意にリーゼルの腰を引き寄せた。

「アレックスさま？」

「しっ。許されざる恋人同士の真似でもしてみるか」

「えっ、あの、意味がよくわかりません……」

　アレックスさまの悪い癖が出た、とリーゼルは思った。

　このところアレックスは夜の相手にリーゼルばかりを指名するようになった。数日と空けずに通ってくるアレックスと体を重ねる度に、リーゼルは己の蕾が柔らかく開いてゆくのを知る。

　だが、問題がひとつだけあった。

　リーゼルが慣れてくるとそれ以上に、交わり方が激しさを増していくのである。

（この前なんて、……ああ、言えないっ……）

　思わず手で顔を覆ってしまうほどに恥ずかしい姿勢で抱かれたことを思い出して、リーゼルはいやいやと首を横に振った。姉が贈ってくれた大きな鏡が部屋にあるのに気づいたアレックスが、わざわざそれをベッドの脇に持って来て、その前でリーゼルを抱いたのだ。

　恥ずかしい、と頬を紅こう潮ちょうさせたリーゼルの全てが鏡に映し出されていた。

　背後から両の腿を持ち上げられて、結合部も露わに揺すられた。ぎち、と音がしそうなほどにきつくアレックスを締めあげるリーゼルの蕾が蜜を漏らして、それがアレックスの茂みを濡らしてゆくさままで、全て──。

　思い出しただけでもじんわりと、股の間が熱くなる。

　身じろいだリーゼルの体を木の幹に押し付けて、アレックスが唇を重ねてくる。

「ん、ふっ……」

　角度を変えて深く舌が絡み合う。

　アレックスの大きな手のひらがリーゼルの顎をとらえ、固定する。

「はふっ」

「ん……」

　リーゼルの唇を堪能しつつ、アレックスは後ろが気になるのかやや気をそらしている。鳥でもいたのだろうかと、リーゼルは彼の名を呼んだ。

「アレックスさま？」

「いや、なんでもない」

「ぁっ！」

　次第に体が密着して、スカート越しにアレックスの膝が割り込んでくる。

「んんっ、ぁ──」

　ぐい、と腿で股のあたりを刺激されて、リーゼルはぎゅっと眉を寄せた。

（濡れてる──）

　やだ、と目をつぶる。

（こんな、外で。わたし……）

　こい、とアレックスはリーゼルを連れてさっき話していた小屋の中に入った。積まれた薪の匂いが鼻をつく──言われるまま壁に背を預け、体中をまさぐるアレックスに身を委ねるしかない。

「ぁ、あ……はぁ、あっ……アレックスさま、あっ……」

「スカートを持ち上げていろ」

「え？　そんなっ、あっ」

　言われるままスカートを持ち上げた途端、下半身を覆っていた下着が脱がされる。ひんやりとした空気に触れた茂みが湿気に反応してふんわりと膨らみを帯びた。

「やっ……！」

「ちゃんと持っていないとドレスが汚れるぞ」

　アレックスはリーゼルの前に跪ひざまずき、そっと茂みに口づける。

「っ、やだ、アレックスさま、おやめください！」

「どうして」

「だって、は、恥ずかしい……」

「もう全て見た」

「だ、だって、ぁんっ！」

　指で秘所を押し広げられて、リーゼルは嬌声をあげた。

「んんっ……！」

　必死で目をつぶり、顔をそむけて耐えようとしたリーゼルだったが──。

「はぅん!?」

　指とは明らかに違う濡れた感触にびっくりして目を開ける。下を見るが、自分の秘所に顔を伏せるアレックスの頭しか見えない。だが、感触でわかる。

（な、舐めて──!?）

　今すぐにアレックスを止めたいが、ドレスを手から放せば汚してしまう。

「いや、やっ……ぁんっ、あっ……！」

















　びくびくとリーゼルの腰が震えるたびにこぼれる蜜を、アレックスの舌が受け止める。やがてアレックスが口元をぬぐいながら立ち上がる頃には、リーゼルは肩で息をしていた。

「アレックス、さま……」

「えらいな。そのまま持っていろよ」

「ンっ……」

　壁とアレックスの体に挟まれたリーゼルは、自分以外のものが少しずつ潜り込んでくる感覚に打ち震えた。ひだをかきわけ、入り口をこじ開け、奥を突いてくる。

「あ、はっ、あ、あっ」

「く、んっ」

「アレックスさまっ……！」

「リーゼル……！」

　アレックスで満たされたリーゼルは、意識が飛びそうになるのを堪えた。

　外で、という背徳感がぞくりとした刺激となって脊せき髄ずいを駆けのぼる。結局、アレックスは二度ほどリーゼルの中で達した。




　部屋に戻ったリーゼルは疲労のあまりベッドに倒れ込んでしまった。

「大丈夫ですか、リーゼルさま？」

「ええ……。ねえ、ヴェラ。わたし、アレックスさまのことをどう思っているのかしら」

「リーゼルさま……」

「あの人にせまられると、体が言うことを利かなくなるの。わたし、もしかしてあの方を……でも、いいえ、たとえそうだとしても正妃なんて無理だわ」

　枕に顔を埋め、今にも泣きだしてしまいそうなリーゼルを前に、ヴェラはおろおろと部屋を見回した。

「そうだ、旦那さまからお手紙が届いておりましたよ」

　よいことを思いだしたとばかりに手をうったヴェラは、急いで文ふみ机づくえの中にしまってあった手紙を取りに行った。

「お父さまから？」

「はい。こちらです」

　リーゼルが宮廷にあがってから、姉たちからは何度か手紙や贈物が届いていたが、父からはこれが初めての便りだった。

（わたしのことを心配してくださったのかしら？）

　人質同然に送り出した末娘のことを誰よりも心配してくれているはずだ。慰めを期待して封を切ったリーゼルは、そこにあった内容に愕然とした。

「リーゼルさま？」

　喜んでもらえると思っていたヴェラが首を傾げる。

「旦那さまはなんと……」

「……です、って」

「え？」

　震える手で、リーゼルは便箋に書いてあった内容を読み上げた。

「アレックス皇子の妻として幸せになりなさい、ですって……」

「？　喜ばしいことではありませんか」

「そんなのっ……」

　便箋をぐちゃぐちゃに丸めて、リーゼルはそれを床に投げ捨ててしまう。

「どうして……わたしのことを心配してくださっていたのではなかったの……？」

　なだめるようにリーゼルの肩へ手をおくヴェラを見上げ、彼女は不安も露わに言った。

「わたしには無理よ、皇子の正妃だなんて……まだ人質としてひっそりと暮らしていたほうがいいわ。なのにお父さまは、それを幸せだとおっしゃるの？」

「リーゼルさま……」

「たしかにアレックスさまはわたしによくして下さるけれど、何を考えていらっしゃるかまるでわからない。それに──」

　リーゼルがアレックスの正妃になるのをよく思わない人間がこの宮廷には多すぎる。それは宮廷で催される夜会や茶会の際、顕著にみられた。

　宮廷に詰めているからといって、全ての貴族が忙しく政務にあたっているわけではない。また、他国の王族との交流や、貴族同士の情報交換の場として夜会は重宝されている時代だった。

　今日の夜もまた、リーゼルの元には一通の招待状が届いている。無論、リーゼルに届くということは他の愛妾たちの元にも同じものが届いているはずだ。

「気が進まないわ……」

　昼間に読んだ父の手紙を思いだして、より憂ゆう鬱うつになってしまう。

　皇族や貴族の婚姻はほとんどが政略によるものだということは承知している。だからリーゼルは、自分の身の上を受け止めて宮廷に上がった。

　けれど、だからこそ解せないことがある。

　アレックスがリーゼルを正妃にすると宣言したことだ。

　彼が言っていたように、父を殺して皇帝の座を奪った叔父上に対するあてつけなのだろうか？　あるいは、風狂皇子という異名らしい単なる思いつき？

（わからない……）

　仕方なく、リーゼルは支度を整えて夜会に出席した。

「あら、ごきげんようリーゼルさま」

　すぐさまハンナが声をかけてきた。

　口元を扇子で覆い隠しても、その声色にひそむ棘は到底隠しきれない。相変わらず赤の派手なドレスを着て、数人の取り巻きを引き連れていた。侯爵令嬢であるハンナの方が伯爵令嬢であるリーゼルより身分は上となる。だが、愛妾という立場においては時として身分よりもどれだけ主人に寵ちょう愛あいされているかの方が重要だった。

「ごきげんよう、ハンナさま……」

「いえいえ、お体の方は大丈夫？」

「え？」

　ハンナの流し目は決してリーゼルを気遣っているようには見えない。

　それに、リーゼルが体調を崩していたという事実もない。

　一体何が言いたいのだろうかと首を傾げると、ハンナは上辺だけの笑顔で言った。

「今日もお務めがあったのでしょう？　昼間から大変なことね。このところほぼ毎日でなくて？　お疲れでしょうに、夜会にまで出席なさるなんてお体がつらいのではないかと思いましたのよ。おほほ」

「──」

　ハンナが言った意味を理解した途端、リーゼルは頬どころか耳まで紅潮させた。

　お務め──。

　愛妾の仕事など、ひとつしかない。

（今日、昼間……まさか、森での出来事をご存知なの？）

　アレックスは言っていた。

　あそこは、秘密の逢引きに使われる場所なのだと。

　もしも、ハンナがリーゼルを目の敵にするあまり、誰か人を使い後をつけていたとしたら──。

「……」

　両手を腰の前で握りしめ、屈辱をこらえるリーゼルの体をハンナの視線が舐めまわすように見つめる。これはいじめだ。アレックスがリーゼルの元にばかり通っているということは即ち、他の愛妾たちは物寂しい夜を過ごしているということなのだ。

「わ、わたし、あの……し、失礼します」

「あら、つれないわね。一緒に乾杯しましょうよ」

　あくまでも笑顔は絶やさずハンナはワインのグラスを掲げて見せる。

「は、はい……きゃっ」

　震える手をテーブルに伸ばしたのがまずかったのか、指先が触れた途端、グラスが傾いて床に落ちた。それも、途中でひっくり返った中身がリーゼルの真っ白なドレスにかかってしまう。

「あっ」

「あら、大変」

　横合いから別の姫が声をあげる。

　柑かん橘きつを思わせる明るい色のドレスを着た、ダナという異国の姫だ。

「すぐに着替えた方がいいわ。ほら、こっちにいらっしゃい」

「っ……」

　リーゼルは泣きたいのをこらえ、ダナに従って夜会のホールを後にする。すぐに侍女たちがやってきて、リーゼルを控えの部屋に案内した。

「失礼いたします」

　侍女たちは数人でリーゼルを取り囲むと、すばやく汚れたドレスを脱がせる。

　むき出しになった肩へドレスのかわりに柔らかい毛布をかけてから、彼女たちはリーゼルの侍女であるヴェラを呼びに部屋を出て行った。侍女たちがいなくなった後で、まだ部屋にいたダナが腕組みをしたまま口を開く。

「あなた、お家に帰ったら？」

　はっとして顔を上げるリーゼルにダナが冷たく言い放ったのは、そんな一言。

「あれくらいでめそめそするようなら、宮廷じゃやっていけないわよ。その上、アレックス皇子殿下の正妃なんてとても無理。いまならまだ間に合うわ」

「そんなこと──！」

　ぎゅっと、リーゼルは椅子に腰かけたまま両手を握りしめた。

　言われなくても、そんなことはわかっている。

　自分には正妃などという重要な役職は向いていない。アレックスに言われて勉強はしているが、座学は苦手だと思い知らされるばかりだ。

（わたし、本当に恵まれていたんだわ……）

　実家であるコルネリウス辺境伯の屋敷では、何ができなくとも叱られることはなかった。伯爵の末娘として何不自由なく暮らしていたあの生活が尊いものであったことを、リーゼルは宮廷に来てからはじめて知った。

（でも、いくらつらいからって帰れるわけないじゃない）

　そんなことはダナも承知であるはずだ。

　令嬢の処遇など、ほとんどは親同士の間で取り決めがなされてしまう。それでいて、なお帰れとせまるのはハンナのいじめと変わらない、リーゼルを追い詰めるための言葉でしかなかった。

「わたし、だって……」

　ここまでこらえていた涙が、ついにこぼれてしまう。

「わたしだって正妃になんかなりたくない……本当は、お父さまのもとでずっと暮らしたかった……」

　本心を口にしてしまえば、つられたように涙が両目から伝い落ちる。リーゼルは子どものようにしゃくりあげ、頬を濡らす涙を両手でぬぐった。

　困惑したのはダナの方で、腕組みを解きかけて目をみはっている。

「え、ちょっと……」

「お父さまのご迷惑にならないよう、一生懸命がんばるつもりだったわ……人質としての役目を果たすつもりだった。なのにどうしてアレックスさまはあんなことをおっしゃったの？　もういや、むりよ。わたしどうしたらいいの……っ！」

　泣きじゃくるリーゼルを前にして、責めた本人であるダナの方がうろたえている。

　立ち上がり、困ったようにまわりを見回してから、ああもうと、頭を振った。

「あ、あなたそんな子供みたいな……やめてよ、わたしが泣かせたみたいじゃないの！」

「その通りじゃない！」

　リーゼルが真っ向から言い返すと、ダナも腕を組み直して告げた。

「わたしはね、強力なライバルが現れたと思って本気で潰しにかかったのよ！　なのにこんな、子供みたいに泣かれたらわたしの方が悪者みたいじゃないの」

　ばつの悪さを誤魔化すように髪をいじって、いらいらと部屋の中を歩き回る。

「……私だって好きでこんなことしてるんじゃない。どうして私がアレックスさまの愛妾になったか知っている？　売られたのよ。国の財政難をウルバッハ帝国に援助してもらう代わりに寄越されたの。あなたは、コルネリウス辺境伯を牽制するための人質として連れてこられたのよね？　変わらないわ、私も」

　ふと溜息をついたダナは、ようやく腕を解いてリーゼルを振り返った。

「愛妾なんて、寵愛を失えばお役御免……誰もが必死よ」

「でも、だからってあんな……」

　リーゼルの脳裏に、彼女たちから受けたいろいろないやがらせが頭をよぎった。特にあの蜘蛛はひどかった。ヴェラなんて、何かをする前には必ず虫が仕込まれていないか隅から隅まで探すことが日課になってしまった。

　ふん、とダナは鼻を鳴らす。

「私は謝らないわよ、真剣勝負だもの。まあ、そういう意味じゃ意外とあなたは根性あったわね。ハンナなんて業を煮やして監視までつけてたのよ。アレックスさまには気づかれてたみたいだけど」

「えっ……」

　リーゼルは思わず、泣くことも忘れて顔をあげた。

「アレックスさまは、知っていた？」

「そうよ。あの方は剣の名手ですもの、人の気配には敏感だわ。ハンナはあなたをいじめるネタとしか思ってなかったみたいだけど、馬鹿ね。アレックスさまは気づいていて、わざと見せつけるようにあなたを抱いたのだわ」

「そ、そんな……どうして？　人が見ていると知っていながら、なぜ……」

　見られていたという羞恥と、アレックスが承知の上だったという混乱にさいなまれ、リーゼルは敵であるはずのダナに、まるで助けを求めるような声でたずねた。

　既に毒気を抜かれてしまったダナは「さあ？」と言わんばかりに肩をすくめる。

「それこそハンナへのいやがらせだったんじゃない？　結構効いたみたいよ。だって、いくらなんでもさっきのいじめ方は下品過ぎたもの。向こうも余裕なくなっちゃったのね」

「…………」

　何と言えばいいのかわからず黙り込んでしまったリーゼルに、ダナが問いかけた。

「あなた、アレックスさまのことが好き？」

「えっ……」

　唐突な問いかけだった。

　リーゼルは困惑して俯く。

「わ、わかりません……きらいでは、ない……と思いますけど」

「気持ちはわかるわ。あの人、ちょっと変わってらっしゃるもの」

　そう言って眉をさげるダナに、リーゼルは親近感のようなものを感じた。あの人に振り回されているのは自分だけではないのだ。そう思ったらなんだか安心して涙も引っ込んでしまった。

　そんな様子を眺めていたダナだったが、リーゼルがほっと胸をなでおろすのを見てこんなことを言い出した。

「ねえ、わたしたち仲良くしましょう？」

「えっ……」

　あまりにも突然のことで、リーゼルは二、三度瞬いた。

　歩み寄ったダナの美しい顔が間近にある。

「いやがらせはやめるわ。将来の正妃さま相手に恩を売っておくのも悪くないし、味方になるわよ。あなた、人を陥おとしいれるなんてできそうにないもの。そのかわり、正妃になれたら私の待遇も悪くしないでよね」

　応援するわ、と微笑むダナにリーゼルは慌てて言った。

「それは嬉しいですけれど、でも、わたしは正妃になるつもりなんて……」

「その態度が余計に気に入らない、とまわりから思われてしまうのよ」

　ぴた、と目の前にダナの人差し指が突きつけられる。

「皆、その座が欲しくて欲しくてたまらないのだから」

　正妃。

　それは、唯一の女として愛されるための位だ。

　リーゼルは正妃という地位がもたらす権力や贅沢には興味がない。けれど──。

「…………」

　考え込むように俯いていると、部屋の扉がノックされて着替えのドレスを持ったヴェラが入ってきた。新しいドレスに袖を通しながら、リーゼルは独り言のようにつぶやく。

「でも、本当にわたしには正妃なんて……」

「本気よ、アレックスさまは」

　神妙な顔で言うダナの言葉は、前にもどこかで聞いたことがあった。

（そうだわ、薔薇園で出会ったハインツさまもおっしゃっていた……）

　迷い込んだリーゼルに花を贈りながら彼は言ったのだ。

　アレックスはこうと言ったら必ずやるのだと。

「おそらく、何か裏があるのだとは思うわ」

「裏……？」

　ダナはゆっくりと頷き、再び腕を組み直した。次はダナが誰に聞かせるでもなく呟く番だった。

　そうよ、とダナが言った。

「単なる皇帝への当てつけやお遊びで周りをからかっているだけなら、他にいくらでも適当な相手がいるのだもの。なにか、あなたを正妃にすることに意味があるのではないかしら。そう、なにか……」





　　　４






「ねえ、ヴェラ。差し入れはこれでいいかしら？」

　数日後、ダナのサロンに誘われたリーゼルは実家から贈られてきたワインを手に迷っていた。

「お酒よりもお菓子類の方がいいかしら……。でも、コルネリウスの領地ではいい葡萄がとれるのよ。やっぱりこれにするわ、バスケットに包んでちょうだい」

「はい、リーゼルさま。そういえば最近、アレックスさまのお姿をお見かけしませんわね……」

　ダナと仲良くなったのと入れ違うようにして、アレックスの訪問が途絶えていることはリーゼルも気がついていた。鏡台の前で髪を整えながら、もう何日会っていないのだろうかと数える。

「そろそろ一週間になるかしら……」

「宮廷も何やら騒々しいですし、ごたごたが起きているのかもしれませんわね」

「言われてみればそうね」

　ヴェラが用意してくれたバスケットを持って、リーゼルはダナの部屋に向かった。愛妾は全て同じ棟に暮らしている。気を付けて見てみると、確かに守衛の雰囲気が前とは違うのだ。数も増えている。

「もしかしたら戦争になるかもしれないわ」

　リーゼルを部屋に招き入れたダナの第一声がそれだった。

「戦争……!?」

「しっ。まだ決まったわけではないわ。皇帝陛下が前々からお隣のバーゼルト王国を手に入れたがっているのはご存知かしら？　あの国はいくつもの金鉱を持っていて資源が豊かだから、ずっと狙ってらっしゃるのよ」

「それは……聞いたことくらいは、あるけれど」

　なにしろリーゼルの生まれ故郷であるコルネリウス領がまさにそのバーゼルト王国との国境にあるのだ。山脈とカイロス川によって分かたれた国境線は五十年以上もの間守られている。辺境伯が普通の伯爵よりも位が上とされるのは、有事の際に国境を守る忠臣として戦いに参じる責務のためだ。

「バーゼルト王国と戦争になれば、国境を任されているお父さまは真っ先に戦いへ巻き込まれてしまうわ！」

「まあ、それが辺境伯のお務めですからね」

　さらりと流して、ダナは侍女に紅茶を淹れさせた。

　薔薇の花を使っているらしく、甘い匂いがリーゼルの鼻腔をくすぐる。手を伸ばして、両手で包み込むようにカップを手にした。真っ直ぐな黒髪を高い位置でまとめたダナは、テーブルの上に肘をついて手の甲に顎を乗せた。

　おそらく、と告げる。

「あなたを皇子の愛妾として人質にとったのも、バーゼルト王国侵攻への布石なのでしょう」

「そんな……」

「バーゼルト王国はウルバッハ帝国に匹敵する大国よ。軍事的には圧倒的にウルバッハの方が優勢だけれども、あちらには金の輸出で蓄えた外貨がある。外交も盛んだし、他国の傭兵を雇ったりして協力を仰がれたら簡単には勝てないわ」

「でも、まだ戦争になると決まったわけではないのよね？」

「そうね。私たちが考えることなんて、政治を担う男たちはみな分かっているはずよ。今の皇帝陛下が座につかれてから、この国の政治はあまり芳しくないの。貧富の差は広まり、税は重く、治安も悪くなっている。だからこそ余計に他国の富が欲しいのでしょうけれど、この状態で戦争になったらますます民は餓うえるわ」

　ダナの話によれば、宮廷内でも戦争推進派と和平派に派閥がわかれているらしい。

　言うまでもなく、推進派は皇帝側だ。

　それに反対する和平派のなかには、アレックスもいるという。

「アレックスさまは戦争に反対なのね」

　なんとなく安心して、リーゼルは胸を撫でおろした。

　その行動に奇き矯きょうなところはあるが、好んで戦をしかけるような人ではないということがわかって安堵する。最近忙しそうなのも、もしかしたらその件に由来するのかもしれない。

（そんな時に寂しいだなんて、それこそ子供みたいだわ……え？　寂しい？）

　ダナの部屋を辞じ去きょして、ひとりになったリーゼルは自分の気持ちに気がついてどきりとする。

　別に、深い意味はない──と言い聞かせる。毎日のように会っていた人と数日会えなかったらそういう心持ちになるのも仕方ないのではないだろうか。

　リーゼルの煩はん悶もんと呼応するように、宮廷内の緊張感は日増しに高まっていくように思えた。

　夜会の数が減り、守衛が増員された。

　部屋で本を読んでいると、前庭の方から兵士の訓練を行う号令が聞こえてくる。

「なんだかいやな雰囲気ですわね、リーゼルさま」

「そうね。気分転換に散歩でもいってこようかしら」

「あら、でもむやみに外へ出ないようにお触れが出ませんでしたか？　新しく兵を募っているとかで、宮廷に外部の者が多く出入りしているそうですわ。万が一のことがあってはならないと、姫君や夫人はできるだけ護衛をつけて出歩くようにと申されておりました」

「そうなの？」

　それでは、気分転換にはならない。

　リーゼルは目を見開いてから、小さな溜息をついた。

「いろいろ考えたいこともあるのに……」

「アレックス殿下のことですか？」

　ヴェラは複雑そうな顔をしている。

　彼女は世渡り上手なところがあって、この宮廷でもうまく立ちまわっていろいろな噂を耳にしているのだった。それでもアレックスについてはあまりいい話を聞かないのだろう。

「リーゼルさまは最近、アレックス殿下に対してお心を開いてらっしゃるようにお見受けしますが……」

「えっ、そ、そう見えるの？」

「はい。ああ、いえ、違います。悪い意味で言っているのではなくて、ならよかった、と……そう思いまして」

「ヴェラ？」

　意外な言葉にリーゼルは驚いた。

　実家から一緒についてきてくれたお付きの侍女は、控えめに頷いた。リーゼルが十三の時から一緒に過ごしている、心を許した相手だ。そのヴェラが、よかったと言っている。

「だって、私、リーゼルさまにはお幸せになって頂きたいのです」

「ヴェラ……」

「私が奉公に上がってから、旦那さまには大変よくして頂きました。お付きを命じられたお嬢さまであるリーゼルさまも私を優しく扱って下さいましたわ。そのリーゼルさまが宮廷に召し上げられたとお聞きして、是が非でも御一緒させてくださいと、私から旦那さまにお願い申し上げたのです」

　神妙に告げ、ヴェラはそっとリーゼルの手を両手で包み込んだ。

「ですから、リーゼルさまがアレックス殿下に心を許されようとしているのであれば私はよかったと思います。どんな女性でも、自分の嫌いな相手の元に嫁ぐことほどかなしいことはありませんから」

「ヴェラ、ありがとう。でも、あの、実を言うとまだわからないのよ。アレックスさまのことが本当に好きなのかどうか──」

「──俺がなんだって？」

「きゃあっ！」

　振り返ると窓枠に両肘をついたアレックスがいた。服の襟や上着の前を着崩して、少し眠たげな顔つきだ。

「ア、アレックスさま！　聞いてらっしゃったのですか？」

「は？　いや、窓の外からお前を呼ぼうとしたら、先に名前を呼ばれたんで声をかけただけだ。暇か？　ハインツが呼んでる」

「ハインツさまが？」

「料理人にめずらしい菓子を作らせたというので、一緒に味見をどうかという話らしい。暇なら来い、早く」

「え、あの、そこからですか？」

「庭をまわった方が近い」

「でも、外はあまり出歩くなと……」

　さっきヴェラに注意をされたばかりだ。

　だが、アレックスはふんと鼻をならした。

「ああ、できるだけ護衛をつけて歩けというあれか。俺がついているのだから問題あるまい」

　言いながら、腰に伸ばした手でそこに帯刀している剣の柄に触れる。そういえば、とリーゼルは思いだした。アレックスは剣の名手という話だ。それが本当なら守衛などよりもよほど頼りになるはずだった。

「ほら、手を伸ばせ」

「きゃっ」

　窓に歩み寄ったリーゼルの手を自分の肩に掴まらせると、アレックスは軽々と腰を抱き上げてリーゼルの体を庭に出した。

「どちらに行かれるのですか？　ハインツさまのお部屋でしょうか」

「いや、薔薇園のテラスで待っている」

「薔薇園……」

　久しぶりに訪れた薔薇園は変わらず白薔薇が咲き誇っていた。

　アレックスに連れられてやってきたリーゼルは、入り口で手招きするハインツの姿を見つけて深くお辞儀する。

「この度はお招きいただきまして、光栄にございます」

　すると、ハインツが答えるより先に面倒くさそうに頭をかいたアレックスが言った。

「かたくるしい挨拶はどうでもいいだろう。さっさと振る舞うものを振る舞ってもらおうか？」

　そう言ってアレックスはさっさと薔薇園に入っていく。お茶と菓子の用意されたテーブルを見つけるなり、そばの椅子に腰を下ろした。

　置いてきぼりをくらったリーゼルをエスコートしつつ、ハインツが耳打ちする。

「ああ見えて、アレックスは甘いものが好きなんです」

「そうなんですか!?」

「リーゼルはいかがですか。隣りん国ごく出の職人に自国で有名な菓子を焼いてもらったんです。熱いショコラトルと一緒にどうぞ」

　そうして、ハインツはリーゼルをアレックスの隣の席に座らせた。

　アレックスは足を組んでぼんやりと薔薇園を眺めている。控えていた菓子職人が手ずからショコラトルをカップに注ぎ、ホール型の焼き菓子を切り分けた。

（甘い匂い──）

　カカオパウダーを薔薇の花びらで香りづけしたショコラトルは、ミルクとシナモンを贅沢に使った飲み物だ。宮廷でも夫人方の間でよく好まれている。

「でも、こちらのお菓子は初めて見ますわ」

「パイ生地の中に蜂蜜につけて刻んだ林檎を包んでおります。こちらのヴァニラソースをかけてお召し上がりください」

　職人は笑顔で説明すると、切り分けた一切れをまずアレックスの前に置き、それからハインツとリーゼルの前に置いた。言われた通り、テーブルの上にはヴァニラをたっぷりと注いだ器がある。そちらにも薔薇水が使われているらしく、芳醇な香りが辺りに満ちていた。

「どうぞ」

　ハインツに勧められて、リーゼルはどきどきしながらソースをかける。

「いただきます……」

　そっとフォークでひとさじすくい、口に運ぶ。

　ヴァニラソースは冷やしてあったらしく、焼きたての熱いパイ生地にかけた途端に柔らかく溶けて皿の上に白い滴をつくった。

（──おいしい……っ）

　林檎の酸味とヴァニラの濃厚な甘みが溶け合って、さっくりとしたパイ生地の香ばしさを引き立てる。フォークで崩した生地の中には、小さなサイコロの形に刻んだ黄金色の果実。いくらでも食べられそう、と思うほどに素敵な味だった。

















　ハインツが微笑みながら説明するには、東欧から伝来した菓子であるらしい。

「アプフェル・シュトゥルーデルというそうです。サワークリームを使ったものはトプフェン、チェリーを使うとキルシェン。酸味とヴァニラの甘味が絶妙でしょう」

「はい。ショコラトルもあったかい……」

　三人が囲むテーブルの中央には、摘んだばかりの白薔薇が飾られている。周囲のどこかしこも白薔薇の園だ。ウルバッハの冬は氷と雪に閉ざされるが、それまでは長い花の季節が訪れる。

　ハインツはおいしそうに菓子を頬張るリーゼルを眺めながら、無言でフォークを動かすアレックスを示して言った。

「そんなに喜んでもらえると嬉しいですね。アレックスはいつも仏頂面で平らげるばかりなので、お誘いした甲斐がありました」

「えっ、あっ……はしゃいでしまってすみません。本当においしくて……」

　子どもっぽいと思われただろうか、とリーゼルは頬を赤らめて身じろいだ。

　隣のアレックスが拗ねたように鼻を鳴らす。

「別に、うまいものはうまいのだからことさら感想など必要ないだろう」

「これですよ、リーゼル」

　ハインツは軽く肩をすくめてみせた。

「お世辞のひとつくらい言えるようになっても、ばちは当たらないと思うのですがね」

「世辞などいらんだろう。うまいものはうまいと言っている」

「なら、少しくらいにこりとされたらいかがですか？」

　リーゼルの目の前でアレックスとハインツは遠慮なく言い合っている。確かに、アレックスはずっとむっつりした顔のままだ。何となく気だるげなところのある彼だが、町へ遊びにでかけた時などは楽しそうにしていた。甘い物が好きだというのが本当ならば、なぜ──……。

　そこまで考えて、ふとリーゼルはその理由に思い当たった。

（甘いものが好き、というのが恥ずかしいのかしら？）

　よくよく見ると、いつの間にかショコラトルまでおかわりしているのである。ぶっきらぼうなのは逆に、それを隠そうとしているようにも思えた。

「…………」

　じっと見つめるリーゼルの視線に気づいたのか、アレックスが横目でこちらを見た。

　いかにも不機嫌といった様子で口を開く。

「なんだ」

「いえ、なんでも……」

　恐縮するリーゼルだったが、すぐにハインツがアレックスをたしなめてくれた。

「アレックス。そう怖い顔で婦女子をにらむものではないですよ」

「は？　何が怖いんだ。普通の顔だ、これは」

「普通だと思いますか、リーゼル？」

「え？　あの、……その……」

　なにしろ初対面からしてアレックスのことを怖いと思っていたリーゼルだから、否定はできなくて俯いてしまった。

「あの、でも、最近は慣れてきましたので……」

　大丈夫です、と告げる。

　実際のところ、今日のアレックスは不機嫌だが照れ隠しのような雰囲気があって怖いとは思わなかった。好物を前にしているというだけではなく、おそらくはハインツが一緒だからだ。

「おふたりは、仲がよろしいのですね」

　と、リーゼルは素直な感想を述べた。

　目の前でアレックスとハインツが同時に目をみはる。

　政敵の息子同士でありながら仲が良いことにヴェラは疑問を持ったようだが、実際にこうして二人が話しているところを見れば杞き憂ゆうであるとすぐにわかった。

「まあな」

　肯定したのはアレックスで、足を組み替えながら話し始める。

「年が近いこともあって子供の頃からよく遊び相手にしていた。こいつはこう見えて剣もそれなりのものなんだぞ。叔父上は俺たちが懇意にするのがお気に召さないらしいので、もっぱらこうして人目につかない場所で話すばかりになるが」

「あ……」

　宮廷の複雑な事情を前にして、リーゼルは憂いを覚える。

　呆れたようにため息をついたのはハインツだった。彼の方が年下のはずだが、アレックスに対して何ら気負うことなく対等に話す。ハインツの優しさは誰に対しても誠実に応じるところからきているのだろうと思われた。

「別に、気になさる必要はないでしょうに。皇帝陛下とて息子の交友関係に口を出す権限などありませんよ」

　彼の穏やかな気質に癒されていたリーゼルは、微妙な違和感を感じて顔をあげる。

（いま、棘があったような……）

　皇帝陛下──。

　その名称を口にした時の響きが、やけに硬かった。

「あのな、俺と叔父上の不仲は宮廷の誰もが知っている。それに今はバーゼルト王国の対応をめぐって派閥が割れている最中だ。俺に与すると周りに思われるのはお前も困るだろう」

　アレックスの話した内容はダナの推測が正しいことを意味していた。やはり、バーゼルト王国との戦が始まるかもしれないのだ。ぎゅっとテーブルの下で手を握りしめる。

　しかし、ハインツは当たり前のように首を振った。

「私はそれで構いませんよ。戦など避けられるにこしたことはない。自ら戦いを始めようとしている皇帝陛下は間違っている」

「ハインツ！」

　アレックスは軽く手を振り、強引にハインツを黙らせた。

「それ以上言うな」

「しかし……」

「リーゼルの前だぞ」

　なおも反論を試みるハインツを、アレックスはリーゼルを盾にとることで黙らせた。

「婦女子の前で政治話をおっぱじめるのも、優雅ではないのではないか？」

　言げん質ちをとられ、ハインツは不本意ながらも押し黙る。

　それでも気が済まないのか、視線を遠く──手ずから世話をしている白薔薇の園に差し向けながら、ぽつりとつぶやいた。

「私は、父上よりもアレックスを支持している。それだけなのですがね……」

「お父上さまよりも？」

　気になって問いかけたリーゼルに、ハインツは「ええ」と頷いた。

　いっさいの迷いを感じさせない、潔い答えだった。

「私はアレックスの方が好きですよ」

「実のお父さまよりも、ですか？」

　リーゼルが本気で驚いているのがおかしかったのか、ハインツは軽く笑う。

「あなたはお父上を尊敬しているのですね」

「はい、お父さまは強くて優しくて、早くに母を亡くしたわたしたち姉妹をいつくしんで育ててくださいました」

「確か、辺境のコルネリウス伯爵でしたね。お噂はかねがね聞いています。たいへん高潔な方だ」

　くすり、とハインツはおかしげに笑った。

「ハインツさま？」

「いえ、私の父とはまるで違うな、と……。コルネリウス辺境伯もおそらくは出兵に反対なさるでしょう。その抑止に大切な末娘を差し出せと迫るとは、父上も悪知恵ばかり働く」

「……やはり、戦は始まってしまうのでしょうか」

　リーゼルのつぶやきにハインツは即答しなかった。

　向かいではアレックスがぎしぎしと椅子を揺らして考え事に耽っている。ようやくリーゼルがその答えを得たのは、アレックスとともに薔薇園を出た後のことだ。

「戦になるのはいやか？」

　来た時と同じように中庭を歩きながら、アレックスは不意にそんなことをリーゼルに問いかけた。無論、リーゼルの答えはひとつしかない。

「はい」

「俺もそう思う。ハインツもだ。だが、叔父上は違う。戦を止めたかったら皇帝陛下に逆らう他ない」

「皇帝陛下に……」

　それは即ち、反逆。

　アレックスの、彼らしくない緊張の色を帯びた横顔を見ているとリーゼルが思っているよりもずっと事態は重いのかもしれなかった。

　夕刻。黄昏に染まる中庭は橙色に染まっている。すぐにリーゼルに与えられた部屋の窓が見えてきた。ヴェラが気を利かせて鍵を開けておいてくれたようだ。

　窓を開き、リーゼルが跨ぐのを手伝ってくれたアレックスはその後で自分も部屋の中に入った。

　不意に、後ろから抱きすくめられる。

「アレックスさま？」

　驚いて声が上ずった。

「情がうつるのはよくないとハインツにも言われたんだがな……」

「情……？」

　耳元にアレックスの唇が押し当てられ、リーゼルはびくりと体を震わせる。

「黙っていようと思ったんだが、やはり話しておこうと思う。俺はお前を利用しようとしている」

「──」

　とっさに意味をつかみ損ねたリーゼルは、きょとんと背後のアレックスを振り仰いだ。

「なんだその顔は。言っている意味がわからないのか」

「はい……。だって、わたしはもともと人質としてやってきたのですから、道具もなにもないかと……」

「それは叔父上の都合だろう。いいか、風狂皇子と揶揄される俺にもな、目的というものがある。そのためにわざわざ奇人を装っているんだ。お前まで騙されなくていい」

「えっ、ふりなんですか？」

　今度こそ本当にびっくりして、リーゼルは聞き返した。

「なんだその反応は……。演技に決まっているだろう」

「どうしてそんなことを？」

「それはまだ言えない。だが、お前をそういう風に使おうとしていることは事実だ。すまない」

　謝られてもリーゼルにはいまいちぴんとこなかった。

　むしろ、話してくれたことを嬉しいと思う。そして同時に、嬉しいと思ったそのことに驚くのだった。アレックスには皇子という立場がある。ハインツと話していた内容──戦は好まないという言葉からしても、決して悪いようにはしないだろうと思えた。

「謝らないでください。わたしは……アレックスさまの愛妾ですから。そのように扱われることは承知しております」

「愛妾だから、か」

「アレックスさま？　あっ……」

　出し抜けに首筋を吸われ、リーゼルは喉を上下させる。

　吸われた後が欝血の印となって、ひとつ、ふたつ……そのうちに肩に降りて、大きく背中の開いたドレスから見えている肩甲骨の辺りを吸われる。

「あ、はぁっ……」

　体を押され、アレックスに背を向けたまま壁際に追い詰められた。

　冷たい壁に両手をついて、頭をのけぞらせる。アレックスの手がスカートの裾をたくしあげて、両手で太腿を撫でた。唇は背中を愛撫する。

「は、んっ」

　ぶるりと頭を震わせて、リーゼルはこみ上げる快感に耐えた。

　背後から抱かれ、あられもない嬌声をあげている。その事自体に羞恥を感じて、頬が熱くなる。

「アレックスさま……」

「リーゼル」

「あっ……！」

　後ろから下着をずらしたアレックスの指先が割れ目にそって動いた。

「あんっ、んふっ」

「いいか？」

「あ、いやっ」

「嘘をつくな。こんなに濡れている……」

「やぁっ……！」

　アレックスが指を上下にすりつける度に卑猥な音が鼓膜を刺激する。

　逃げようにも、壁とアレックスに挟まれて身動きがとれない。背後から吐息のような声色でささやかれると、それだけで達してしまいそうになる。

「んふ、うっ、んあっ……」

「お前は愛妾だから、そういう名目で召し上げられたから俺の言う事を聞くのか？　リーゼル」

「あ、いやっ、アレックスさま──」

　腰をきつく抱き寄せられると、服越しにアレックスの硬い雄が存在を主張しているのがわかる。耳元に吹きかけられる、熱を帯びた息。

　求められている。

　それがわかる──。

「あっ！」

　忙しく衣擦れの気配がしたと思った次の瞬間、リーゼルの秘所はアレックスの剣を突き立てられてじゅぶりと濡れた音をたてた。ぐいぐいと押し込まれてゆく、肉の剣──！

「ぁ、あ、あぁっ！」

　身を捩るほどの快感に、リーゼルは高い悲鳴をあげた。

「リーゼル……」

「はぁっ……!!」

　ついに最奥にまで到達した剣先がリーゼルの体内で激しい律動をはじめる。

　ぐい、と突かれて、リーゼルは壁にすがりついた。

「あんっ……！　アレックスさま、わたしは……わたし、はっ……！」

　上気した頬が、アレックスを呑み込んだ下半身が、彼の胸から腹までが密着した背中が、ねぶるように甘噛みされる耳たぶが、熱くてたまらない──！

「あ、あ、あぁっ」

　背後から突きながら、アレックスの指が結合部からやや前にある小さな突起までを丁寧になぞる。ぷっくりと腫れたそこは、触れられると痺れるような快感が生まれる。

「いや、いやっ……」

「じゃあ、どこがいいんだ。言ってみろ」

「んっ……」

　張り詰めているのは秘所の突起だけではない。

　コルセットで潰された乳房のそれも、狂おしいほど熱くたぎっている。

「……コルセット、を……」

「コルセットを？」

「……外してくだ、さっ……アレックスさま……！」

　それを待っていたかのごとく、アレックスの器用な指先がコルセットの紐を解いて胸元をくつろげた。

「はあっ……」

　こぼれだした豊かな乳房を乱暴に揉みしだかれる。

　男の骨ばった指に押しつぶされ、掴まれ、屹立した乳首を指先で弄ばれる。

（気が、狂ってしまいそう──！）

　アレックスは何と言ったのだったか。

　愛妾だから言う事を聞くのか、と。確かそう聞かれたような気がする。

（今はそんなこと考えていられない。ただ、もっと、触れて欲しかっただけ──……）

　きつく、激しく乳房を揉まれてリーゼルは絶え間なく嬌声を上げ続けた。壁に手をつき、腰を高く上げる。動きやすくなったアレックスの腰使いが更に強さを増した。

「は、ぁ、あっ、あんっ！」

「はぁ、はっ……」

　アレックスの息づかいが余計にリーゼルを煽る。

「ん、んぁっ……」

　無意識のうちにリーゼルは腰を振っていた。

　貫くアレックスの動きに合わせて、より深く交わるように自らも動き始める。

「アレックスさま、わたし、ちがっ……アレックスさまだから、わたしはっ……！」

「リーゼル……！」

　唐突にずるりと中からアレックスが抜けて、リーゼルは床にへたりこんでしまいそうになった。脱力する体をアレックスの腕が支え、向きを変えられる。壁に背を預ける形でアレックスと向き合ったリーゼルは、間近に彼の瞳を見つめた。

「アレックスさま……」

「リーゼル、俺も……いや、俺は──」

　言葉は最後まで形にならず、深い口づけに消える。

「ん、ふっ……」

　狂おしく舌を求められて、鼻にかかった喘ぎがもれた。

「アレックスさま──」

　髪をすかれ、体中を愛撫され、右の膝の下に入り込んだ手が大きく腿を持ち上げる。恥ずかしい、と思う暇などなかった。蜜を垂れ流す蕾は続きが欲しくて、ずっとひくついている。

「はぁっ……！」

　持ち上げられた腿を壁につくほど開かれ、淫らな格好でリーゼルは再び貫かれた。

「つらいか？」

「いいえ、アレックスさま。もっと深く、奥に……どうか、んぁ、あっ」

　口づけを受け入れながら、リーゼルはアレックスの首に腕を絡めた。

　内奥で暴れる硬くて熱いそれを感じることだけに全ての感覚が集約する。

「あ、あっ、んっ……はっ、ぁっ！　あ、ぁあっ!!」

　どくん、と破裂しそうなくらいに膨らんだアレックスの先端から迸った熱い粘液を奥に叩き付けられて、リーゼルは一際高い嬌声をあげた。

「リーゼル……っ」

　腰を抱き寄せたアレックスは、全てを吐き出し終えるまでリーゼルを離さなかった。

















「……悪い。乱暴にしたな」

　リーゼルは首を振って大丈夫だと伝える。

　疲れきっていたが、心地よい疲労感だった。それはアレックスも同じらしく、乱れた服を直しながら自嘲ぎみにつぶやいた。

「お前がハインツと楽しそうに話していたのが悔しくてな……」

「え？」

　突然そんなことを言い出すので、リーゼルは床にへたりこんだままの格好でアレックスを見つめた。ドレスの前をかき集め、肌を隠しながら首を傾げる。

「俺と一緒にいる時はいつもおとなしいのに、あいつとは普通に笑顔で話すじゃないか。まあ、あいつは誰にでも優しいから話しやすいのだとは思ったが……あいつの方が好きだとか、そういうわけじゃないんだろう？」

「それは、もちろん……あ、いえ、その」

　リーゼルはもごもごと口を閉ざした。

　今はもうはっきりとわかる。

　わたしは、アレックスさまにひかれている──。

　ハインツのことはもちろん好ましく思っているが、アレックスに対するそれとはまったく別だ。恋ではないからこそ、心穏やかに楽しく語り合えるのである。

（やだ、わたし……つまり、アレックスさまに恋を……!?）

　今さらながら、かっと頬が熱くなった。

　まだ芽生え始めたばかりで未熟だけれども、リーゼルはアレックスに恋をしているのかもしれない。

「あの、では、薔薇園でずっと不機嫌でいらっしゃったのはそれで……？」

「だってお前、俺の時と態度が違いすぎるんだよ」

「それは、仕方ありません！　アレックスさまの前ではとても平常心ではいられませんから……」

「よくわからんな。それは俺のことを嫌いということではないのか？」

　顎に手を当てて、アレックスは神妙な顔をして考え込んでしまった。この皇子に女心の機き微びを理解してもらうのは難しそうだった。リーゼルはふと疑問を投げかける。

「アレックスさまは、誰かをお好きになった経験がおありなのですか？」

「──」

　その疑問はアレックスにとって弱点であったらしい。

　彼は真顔になって、リーゼルを見つめた。

「突然何を言い出すんだ」

「いえ、その……」

　怒られるのだろうか、とリーゼルは首をすくめる。

「すみません……わたしは初めてだったので、なかなか自分の気持ちがわからなくて……アレックスさまはそういう迷いはなかったのか、と……」

「俺は……そうだな、俺もはじめてかもしれない」

「え？」

「愛妾だけではない。他にも何人もの女を抱いてきたが、こんなにも気持ちを揺さぶられたのはお前がはじめてだ。また抱きたい、触れたい、名を呼びたい。俺以外の男には絶対に触れさせたくない。そんな風に思ったのは、お前だけだ。リーゼル」

「アレックスさま……」

　髪をなでられ、口づけられる。

　その手つきは普段の彼とは少し違った。

　緊張しているような、何か別のことに気をとられているのを、まぎらわせるような動きだった。やや不器用なそれがリーゼルの胸にあたたかい感情を染みわたらせる。

（この人に、もっと愛されたい……）

　その時、リーゼルの胸に決意のようなものが浮かんだ。

　アレックスに唯一愛されるための立場。正妃として、この人に愛されたい──。口づけを受けながら、この時、リーゼルは本心からそう思ったのだった。





　　　５






　夜明け前、東の空が白んでくる頃にリーゼルは目を覚ました。

「なにかしら……」

　夜闇に紛れるようにして、なにやら騒々しい音がする。

　カチャカチャという金属音と激しい足音。

　そして、号令をかけあう兵士たちの声──。

「まさか、襲撃？」

　はっとしてベッドから飛び降りた。最初の金属音は甲冑のこすれ合う音で、足音は複数。それも、いろいろな方角から聞こえてくる。かなり大規模な騒動だと思われた。

　夜着の上にガウンを羽織り、靴に足を通したところで部屋がノックされる。

「リーゼルさま！」

　飛びこんできたのは侍女のヴェラだった。

　いつもはきちんと留めている髪もそのままで、慌てて駆け付けたのがわかる。着替える暇もなかったのだろう、リーゼルと同じように夜着の上に外套を羽織っていた。すぐ後ろにダナの姿もあったが、彼女は髪こそ背に垂らしたままだったものの、きちんとドレスを身にまとっていた。

　震えているヴェラの代わりにダナが言った。

「内乱よ。戦争を推進する皇帝派に和平派のアレックスさまたちがクーデターを起こしたの」

「クーデター!?」

　リーゼルは驚きに目をみはる。

　内乱──それも、軍事力をもって為政者を襲撃するクーデターをアレックスたちが勃発させたというのだ。

「待って、どうして突然……。危惧されていたのはバーゼルト王国との戦争よね？」

「突然じゃないわ」

　ダナは落ち着いた様子で言った。

　リーゼルやヴェラと違って、こうした騒動には慣れているような雰囲気があった。あるいは、彼女の強気な性格がうろたえることをよしとしないのかもしれない。

　部屋に入り、しっかりと扉をしめてから窓辺に歩み寄ると外に視線を投げかける。

　まだ薄暗い黎れい明めいの庭。

　気づけば松明たいまつの火がそこかしこにともっていた。次々と城内にも明かりが入り、ヴェラもすぐに火をおこしてランプをつける。部屋の中がぱっと明るくなった。

「火種はずっとくすぶっていたのよ。前皇帝が暗殺されて、今の皇帝陛下が玉座についた時から当時の皇太子であったアレックスさまと、陛下の間には深い溝が介在していた。いいえ、溝なんてものではないわね。実の父上を殺されたのだもの。その上、今の皇帝陛下の施政は好戦的で民からの不満も募るばかり……いったいいつからお考えだったのかまでは分からないけれど、単なる思いつきなどでは有り得ないわ。何年もかけて周到に用意してらっしゃったのよ」

「何年も……」

　リーゼルの脳裏に、奇矯な趣味や不敵な態度とは裏腹にどこか気だるい気配をまとっていたアレックスの横顔がよぎった。あれはそういうことだったのか、と。ハインツの薔薇園でお菓子をご馳走になった時もそうだ。計画を実行に移すことの緊張がなかったとは思えない。

　リーゼルがハインツと楽しそうに話しているのがいやだったと本人は言っていたが──もちろんそれもあったのだろうが──よくよく思い返してみると、アレックスは最初にリーゼルを呼びに来たときからどこか気もそぞろだった。ハインツと会話するよりも前のことだ。

「アレックスさま……！」

　いてもたってもいられず、リーゼルは部屋を飛び出そうとする。

　その腕をつかんで止めたのはダナだった。彼女は厳しい目でリーゼルをさとす。

「だめよ、外に出ては危ないわ」

　愛妾が住むこの館は騒ぎからぽつんと離れている。渦中の現場はまさに皇帝陛下の居室がある中央の棟──中庭を挟んで向こう側だ。

　庭を彩る松明はその数を既に倍は増やしていた。

　遠くで警けい笛てきが鳴っている──。

　アレックスたちがどれほどの軍勢で皇帝陛下に戦いを挑んだのかは分からないが、だんだんと騒動が広まっているのはここにいてもわかった。

「でも、皇帝陛下に戦いを挑むのでしょう？　もし怪我などなさったら……」

「怪我どころではすまないわ、命がけよ」

「命……！」

　当然だ。

　この帝国で最大の権力を持つ皇帝に刃を向けるのだから。

　失敗すれば死は避けられない。否、命だけで済むはずもない。たとえ成功したとしても、一歩間違えれば後々まで禍か根こんを残すだろう。

「部屋を出ては駄目よ。この館の周囲はアレックスさまの忠臣たちが護衛をしてくれているわ。中にいる限りは安全よ。もし皇帝派に見つかれば無事では済まないわ」

　ダナの言っていることは正しいと思えたが、でもどうしてもリーゼルはただ待つことなどできなかった。懸命にダナの手を振り払い、ヴェラが制止するのも聞かずに廊下へ飛び出す。

「リーゼル！」

　背中の向こうで自分を呼ぶ声がするが、足は前へと駆け出していた。

　まっすぐに廊下を走ると、物々しい格好をした近衛兵と行き会う。一瞬、はっとして身構えたリーゼルだったが、アレックスの近衛兵であることを示す青い星印の腕章をしているのを見て胸を撫でおろした。

「リーゼルさま。お部屋にお戻りください。外は危険です」

「アレックスさまは!?」

　相手の言葉をさえぎって、リーゼルは兵士の腕に縋すがりついた。

　主人が正妃にすると宣言している愛妾の令嬢をむげにもできず、兵士は明らかに戸惑っていた。しかし、リーゼルは叫ぶ。邪魔になるようなことは決してしないと約束する。

　だから、だから──！

「お願い、アレックスさまのところに連れて行って！」





*　　*　　*






　東の空が白から薄い朱色を帯びてゆく。

　夜空の群青が少しずつ薄まるのを窓越しに眺めてから、アレックスは褪めた視線を部屋の主に差し向けた。中央の棟。塔をのぞく全ての建物のなかで最も高い場所にあるこの部屋は、歴代の皇帝陛下が使用する居室だった。

　そう、十年前まではアレックスの父が使っていた部屋だ。

　実用的な内装を好んでいた父の時代とはもう、まるで違ってしまっているが──。

「ア、アレックス、貴様っ……!!」

　壁際に追い詰められ、情けなく尻もちをついて悪態をついている初老の男こそ、アレックスの叔父──現皇帝陛下である。夜着姿のまま、剣を片手に自分を見下ろす甥をにらみつける。

「前々からとち狂った男だとは思っていたが、よもや皇帝に剣を向けるとはその蛮行極まれりといったところだな！　今ならまだ間に合うぞ、剣を引け!!」

「叔父上……」

　アレックスは軍服の上に軽装の動きやすい甲冑を身に着けていた。胸元と肩、それと腰を覆う鋼が近侍の掲げるランプの灯に鈍く光る。

　すぐ後ろにはハインツの姿もあった。

　皇帝は味方であるはずの息子がそちら側にいるのを知って、信じられない、とわめいた。

「ハインツ、お前まで……!?　そうか、アレックスに感化されておったのだな。だからあれほど関わるなと申しておったのに！」

　この期に及んで責任転嫁をする父を、ハインツはただ冷やかな目で見つめている。

　窮地に陥った時、人は本性を露わにする。

　皇帝である父のそれは、ハインツが見抜いていたように狡こう猾かつで小心以外の何者でもなかった。

　皇帝の居室はアレックスの近衛軍から選りすぐった精鋭と同じく、和平派である数十の諸侯の私兵によって取り囲まれている。居室を守る守衛は既に無力化され、援軍はいつまでたっても駆けつけない。

　孤立無援、という言葉が皇帝の脳裏をよぎった。

　ここは皇帝の居城である。

　こんな場所で反逆に遭うなどと誰が予想するだろうか──！

　なぜだ、と煩悶する。

　アレックスに目で許可を得てから、ハインツが進み出た。

「父上。ご自分ではわからないかもしれませんが、今のあなたはとても権威ある皇帝陛下には見えません。それは同時に、父上が皇帝位の簒奪を自ら目論み、実行できる器であったとも思えない。つまり、誰か協力者がいた。そうですね？」

　皇帝の表情が変わった。

　ハインツの指摘は事実である。

　十年の歳月をかけてアレックスは父の暗殺についての事実を調べ上げた。関係していたと思われる王侯貴族たちから裏をとり、同じく皇帝に不信感を抱いている権力者たちと密やかに手を組んだ。

　特にベルギウス侯爵の協力を得られたことが大きかった。外務大臣であるベルギウス侯爵は他国にも顔が利く。また、前皇帝の治世から大臣として重用されていた実績がある。彼が力を貸してくれたことで、アレックス側の体制は盤石となった。

「皇帝暗殺に関わった他の者たちも既に取り押さえられております。後はあなただけです、父上」

「な、なにを言うのだハインツ！　そのような戯言をなぜ信じる!?　わたしはお前の父だぞ!!」

「そうですね。血の上では、確かに」

　さらに、アレックスがクーデターに踏み切った後ろ盾がもう一つある。

　ハインツに代わり口を開いたアレックスは、一枚の書状を皇帝に見せた。

「何だ、それは……」

　眉をひそめた皇帝だったが、すぐに書状のサインを読み取って顔色を変える。

「バ、バーゼルト国王からの親書、だと……!?」

「表立って動けばあなたにもみ消されることはわかっておりましたので、密使を通じて書簡をやりとりしておりました。無益な戦争などあちらも望んではいない。戦禍を回避できるのであれば、私を正統な皇位継承者として支持すると」

　皇帝がバーゼルト王国への侵攻を企き図とする一方で、アレックスは同盟の打診を受けていたのだ。町へ遊びに出かけると見せかけて、皇帝派の目が行き届かない市井で密会や書簡の受け渡しを行った。リーゼルを連れていったあの料亭も密会場所のひとつだ。あの時、アレックスが受け取った手紙こそがこの書状だった。

「馬鹿な！　国を売るつもりか、アレックス！」

「無益な戦争を行い、民を疲弊させ、流血を強いる方がよほど悪徳というものでしょう。叔父上が皇帝位を継いでから民の不満は日増しに高まっていました。ツケが回ってきたのですよ、叔父上。それに、たとえこの場を切り抜けても、バーゼルト王国との国境を守るコルネリウス辺境伯は私の味方です」

　そう、これこそがリーゼルを正妃として迎えると宣言した本当の理由。

　リーゼル・フォン・コルネリウスを正妃として、皇族としての待遇を与える。その見返りとして、コルネリウス辺境伯はアレックス皇子を支持する──万が一バーゼルト王国との戦せん端たんが開かれた場合、コルネリウス辺境伯は皇帝を裏切り、刃を向ける。

　そして後背からはアレックスが牙を剥く──。

「あなたの負けです。もともと、前皇帝であった父上はバーゼルト王国との和平を望まれていた。コルネリウス辺境伯の忠誠を得るためにリーゼルを人質にとったところまではよかったが、私に押し付けたのは誤算でしたね。父上を殺して手に入れた皇帝の座を返して頂きます」

「くっ……復讐というわけか、アレックス」

「やったことは返る、それだけですよ」

「ふん、殺すなら殺せ！　やったことは返ると申したな。ならば私を殺せばお前もいつか同じ目に遭うだろう」

　その時、皇帝が浮かべた笑みは、敗北を認めながらも、敵の足を引っ張ろうと踠もがく人間の末路のそれだった。だが、清せい冽れつな金属音が野卑な笑い声を振り払う。

　ハインツが腰に携たずさえた剣を鞘から抜き払っていた。

「その役目は私が」

「ハインツ!?」

「ウルバッハ帝国の紋章は勇壮なる雄牛とその角を飾る純潔の白薔薇。父上はそれを穢した。血濡れた玉座も、それに平然と座るあなたにも……虫むし唾ずが走る」

「そ、そんな……いずれはお前が私の跡を継いで皇位につくはずだったのだぞ、ハインツ……わ、私はお前のためにも……！」

「もう結構です、父上」

　すらりと抜き払った細身の剣先が皇帝の喉元に突きつけられる。

　隣で、アレックスがにこりと笑った。

「十年間おつかれさまでした。どうぞ、隠居してごゆっくりお休みください」

「貴様、風狂皇子などと馬鹿にされておったのはまさか──!?」

「さようなら、叔父上」





*　　*　　*






　居室からアレックスが出てくるのを見たリーゼルは、兵士が止めるのも振り切り、駆け出した。

「アレックスさま！」

「リーゼル!?　どうしてここに……」

　驚きに目をみはるアレックスの腕に、リーゼルは飛び込む。

　リーゼルはよかった、と涙目になりながらその胸にしがみついた。

「ご無事でよかった……アレックスさま……」

「まさか、俺を心配してくれたのか？」

　わざわざ頷くまでもない当たり前のことが、アレックスにとってはとても不思議なことだったらしい。彼はしっかりとリーゼルを抱きしめて、周りにハインツや近衛兵たちがいるのもはばからず唇を重ねる。窓から差し込む朝日が二人を照らして、赤い絨毯にふたりの影を落とした。

「そうか、心配してくれたのかリーゼル」

「はい……」

　ありがとう、とアレックスが囁くのをリーゼルは聞いた。

　それが何よりもうれしくて、リーゼルはもう一度、はい、と彼に抱かれながら頷いたのだった。




　後処理を終えたアレックスがリーゼルの部屋を訪れたのは、クーデター騒ぎから十日は過ぎた頃だった。宮廷内のみならず、他国に対しても色々な対応が必要であったらしい。

　久しぶりにあったアレックスは忙しさからか、少し痩せてみえた。

「大丈夫ですか、アレックスさま？」

「まあな。だが、さすがに疲れた」

　そう言いつつもアレックスの手はリーゼルの腰に伸びる。挨拶の口づけを受けるまま、ベッドに連れ込まれそうになったリーゼルは慌てて言った。

「お疲れではないのですか？」

「だから、疲れをお前に癒してもらいにきたんだ」

「んっ……」

　今度は挨拶の口づけとは違う、性欲の絡んだ濃いそれだ。

「はふっ、ん──」

　互いに抱き合い、相手の全てを欲する口づけ。アレックスは荒々しくリーゼルの体をベッドに押し倒して、餓えた獣のように肌をむさぼる。

「ぁ、あっ、アレックスさま……！」

「俺はお前に会えなくてつらかった。リーゼル、お前は……？」

「わたし、わたし、も……ぁ、あんっ……」

　開かせた足の間に体を割り込ませたアレックスの雄は、既に固くなっていた。ぐい、とリーゼルの下腹部に押しつけてくる。

「んぅっ」

「駄目だ、耐えきれんっ……抱かせてくれ、リーゼル。お前の中でいきたい」

「は、はいっ」

　反射的に返事をしてしまってから、恥ずかしさに目を閉じる。

　既にリーゼルの蕾もじんわりと濡れて熱くなっていた。まだ受け入れるには早いが、それでも、アレックスの願いを叶えてあげたいという気持ちのほうがまさった。

「あ、んっ……」

　導かれるまま膝を開き、秘所の全てをアレックスの前にさらす。

　指と指が交差するように握りしめたリーゼルの両手をシーツの上に縫いとめて、アレックスは力強く腰を進めた。

「はぁっ……！」

「う、くっ」

「んっ、ぁ、ああっ!!」

　まだきついそこをアレックスの剣が押し広げ、突き進む。

　リーゼルが喘ぎをもらすごとに、きゅうっとそこが締まってアレックスが切ない声をもらした。リーゼルの喘ぎがアレックスの熱を煽るように、アレックスの吐息もリーゼルの歓喜を呼び覚ました。

　求められている、という喜び。

　最初はただ、怖くてたまらなかった。

　けれど今は──。

（今は、嬉しくて、愛しくて）

　アレックスの首に両腕をまわして、絶対的な安堵のなかで快楽の波にたゆたっている。自分の膝の上にリーゼルの体を起こしたアレックスは、熟した果実を舌先で堪能するような仕草で口づけを続けた。

「は、ぁんっ……」

　そのまま、アレックスの唇が鎖骨から胸元、そして乳房へと降りてゆく。胸の突起を舌先で転がされて、リーゼルはそのままいってしまいそうになった。

　喉をのけぞらせ、たまらず声をあげる。

「ん──！」

「くっ、リーゼル……！」

　途端に激しく締め付けられたアレックスもたまらず喘いだ。

「アレックスさまっ……」

「はっ──」

「うんっ、んっ！」

　両手で腰を掴まれ、がくがくと揺さぶられながら最奥を突かれる。一際大きくアレックスが腰を使った瞬間、飛沫の音が聞こえるほどの放射。リーゼルの内部が白濁した液で満たされる。

「んぁ、あっ！」

「リーゼル……！」

「あぁっ!!」

　びしょびしょに濡らしてしまうほどの快感に一瞬、頭の中が真っ白になる。気が付けばアレックスの胸に頭を預けて、荒い息をついていた。

「ん……」

「……リーゼル」

「はい、アレックスさま……」

「俺は、お前を利用しようとしていた。それを許してくれるか、リーゼル」

　はい、とリーゼルは頷いた。

　答える前に、いま一度自分の胸に問いかける。少しずつ芽生えたアレックスへの感情。それは初めての告白だった。

「あなたがわたしを利用していようと、わたしはあなたが好きです」

　それについては、いくら待っても返事がない。

　きょとんとしてリーゼルが顔をあげると、放った直後でまだ体の火照りもさめやらぬアレックスが真顔になっていた。やられた、と頭をはたく。

「リーゼル、お前は本当に俺の予想通りにはいかないな。俺が告白しようと思っていたのに、先を越されてしまったではないか！」

「えっ、あの、ご、ごめんなさい……!?」

　シーツを胸元にかき寄せ、肌を隠しながらリーゼルは思わず謝ってしまった。

　アレックスは怒ってはいなかった。苦笑してリーゼルの手をとると、甲に口づける。そして改めて求婚した。

「妃になってくれ、リーゼル。このウルバッハ帝国の皇妃に」

「は……」

　締め付けられるほど切ない思いに身を委ね、満たされた夜の続きにリーゼルは求婚を受けようと──頷きかけて動きをとめた。自分の耳を疑いつつ、叫ぶ。

「……お、おうひ!?」

「そうだ。俺は叔父上から引き継いで皇帝位を継ぐ。何をいまさら驚いているんだ、リーゼル」

　アレックスはさも当然と言った顔だ。

　しかし、リーゼルは寝耳に水である。

　確かに、アレックスの言う通りではあるのだ。もともと彼は皇太子の座にあったように、第一位かそれに準じる皇位継承権を持っている。

　わかってはいたが、考えたことなどなかった。

　恐れ多いどころの話ではない。

　リーゼルは震える声で、アレックスに告げた。

「そ、そんな……確かに正妃に……つまりアレックスさまの皇子妃になる覚悟はできていましたけど、帝国の、お、皇妃になる覚悟なんて……」

「何が違う？　どちらも俺の妃であることには変わらん」

「きゃっ！」

　もう一度、リーゼルはアレックスに押し倒されて柔らかいベッドのなかに沈んだ。

「ア、アレックスさま！　だって、わたしはただの伯爵令嬢で……」

「知るか。俺は俺のやりたいようにやる。夜の戯れもな」

「あんっ！」

　今度はうつ伏せにされて、背後から受け入れさせられる。

　まるで獣のような体勢だ。

　アレックスは結構な頻度でこうした激しい行為を好む。時には蜜などのようにより深い快楽を得るための道具を好むこともあった。

　舌と指でもう一度激しくいかされながら、リーゼルは叫ばずにはいられなかった。

「あっ……んっ、もう、アレックスさま、風狂皇子ってふりじゃなくて、結構素なんじゃないですか!?」

「そうか？」

「はい……ん、ぁっ！」

　喘ぎは口づけに呑み込まれ、リーゼルはアレックスの腕の中で幾度も絶頂に達したのだった。




　ふたりの婚約披露は、それから間もなく厳粛に執り行われた。

　儀式の間中、ずっと緊張に身を強張らせていたリーゼルを、アレックスが両腕に抱き上げる。そのままどこかへ向かおうとするので、リーゼルは彼の首にしがみつきながらたずねた。

「アレックスさま、どこへ？」

「民衆が待っている」

　耳を澄ますと、城の外から聞こえてくる喝采。

　新皇帝の即位を待ちきれない民衆がそこに集まっていた。数千では足りない。万を超える民が一同に会して、アレックスとリーゼルを待ち受けているのだった。

「──」

　鼓動が早鐘をうつ。

　最初は人質として連れて来られたはずだった。

　それが正妃にすると告げられ、困惑のままに政争の渦中へと引きずり込まれた。

　そして、皇妃に。

　アレックス新皇帝の妃として、リーゼルは民衆の前に顔をみせることを望まれているのだ。ごくりと喉を鳴らして、その重圧に押しつぶされそうになる。

「アレックス、リーゼル」

　緊張をほぐしたのは優しげな青年の声だった。

「──ハインツさま！」

　バルコニーに続く部屋にたたずんで、ハインツが微笑んでいる。穏やかに微笑したまま臣下の礼をとる彼の向かい側にはダナがいた。

　彼女は腕を組んでつんと唇をとがらせたまま、ほら、と顎で外を示す。ふたりの間を通り抜けてバルコニーに出た途端、リーゼルとアレックスは民衆の投げた花の嵐に迎え入れられた。

　──白い花びら。

　それはウルバッハ帝国を象徴する白い薔薇。

　花言葉は──心からの尊敬。

　そして、相思相愛。

（めでたしめでたし、で終わるにはこれからもきっと、様々なことがあるに違いないけれど……）

　それでも、アレックスさまとなら……。

「リーゼル？　そういえばしっかりとお前の口から返事を聞いていなかったな。どうか、俺とこの国を一緒に支えてくれ」

　不敵な笑顔の影にあった憂いはもうどこにもない。

　アレックスの微笑みにリーゼルはしっかりと頷いた。

「はい、アレックスさま……」

　触れ合う唇。

　それはかぐわしく誇り高い、薔薇の香りがした。

















あとがき




　はじめまして、ツヅキです。

　伯爵令嬢の淫らな甘い恋。最後までお読み下さりありがとうございました。タイトルにして頂いた通り、蜜プレイにスイーツに恋愛と甘いものづくしのお話となりました。振り返ると食事シーンの多い事……アプフェル・シュトゥルーデルはいつか食べてみたいです。




　今作は十八世紀のローマ帝国がモデルです。

　辺境伯というワードから、宮廷に召し上げられた世間知らずのヒロイン像がすんなりとできあがりました。

　一方、作者から見てもよくわからないキャラクターだったヒーローことアレックス。あの人がわからないとリーゼルがのたまう度に「だよね」と頷きながらキーボードを叩いていた次第です。




　リーゼルの恋と平行して裏ではいろいろとシリアスなやり取りが動いていたわけですが、ラストで触れられなかったライバルの愛妾・ハンナさんは今頃ハンカチを食い破るいきおいで悔しがっているはずなので、これからもふたりの仲を裂こうと暗躍してくれるのではないでしょうか。愛は障害があるほど燃え上がるのです。




　最後になりましたが、素敵なイラスト描いて下さった有馬かつみ先生に感謝いたします。リーゼルとハインツを眺めるアレックスのむすっとした顔といったら……！　映画のワンシーンのようなイラストに見惚れるばかりです。




　それでは、このあたりで。

　この作品を通じてめぐり合えた全ての方々に、ありがとうございました。





　二〇一六年一月　雪降りそうな関東にて




ツヅキ　








トパーズノベルス

同時配信二〇一六年二月二十六日配信予定



















仮面舞踏会の夜に～家庭教師は侯爵のキスに揺れる～


【書下ろし・イラスト十枚入り】







　著者：有允ひろみ

　イラスト：ＯＤＥＫＯ







　「願わくは、明るい陽の光の下であなたを貪りたい。仮面を外して、あなたが僕に抱かれて乱れ悦ぶのをじっくりと見つめながら……」







　　ソフィア・コーンフィールドは舞踏会で美男貴族、ジョシュア・スペンサーに出逢う。二人は結婚を誓うが、彼からの連絡は途絶える。数年後、仮面舞踏でジョシュアと再会する。互いの素性を隠して交わり……！



















王子の秘密の花嫁選び～深窓のシンデレラをさがして～


【書下ろし・イラスト十枚入り】







　著者：ゆみみゆ

　イラスト：獅子姫







　初めてにしては、ずい分濡れているぞ……ここに、月を映した湖があるかのようだ。




　　宮廷貴族の長女・アンジェは、父の後妻に命を狙われ、預けられた宮廷画家の元で育てられた。自分が女性だという認識がなく、ある夜、湖で裸になり泳いでいるとき、ベルトラン王子に裸身をさらしてしまう。王子に濃厚な愛撫をされ、その快楽に溺れてしまうが……！








トパーズノベルス

近日配信二〇一六年三月二十五日配信予定







黒侯爵と麗しの歌姫


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著者：深雪まゆ　　イラスト：深山キリ




　いい声だ。それが聞きたかったんだ。すごく濡れてきている。気持ちいい？







　　　美声の子爵令嬢のアリアは川の畔ほとりの秘密の場所で、一人歌を奏でていた。そこでアドニスという青年と出逢い、甘い言葉で口説かれる。しかしアリアは姪のリリーシャからアドニスが、残忍で冷酷と噂の『黒侯爵』ではないかという話を聞かされるが……。








蜜惑の淫らなレッスン


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著者：麻倉とわ　　イラスト：ＯＤＥＫＯ




　ほら、見てごらん。ララのかわいい花びらがうれしそうに震えている。







　　　ヴォルガンド王国の第二王女ブランシェは、政略結婚ため隣国に嫁ぎに来たのだが、つかの間の自由を欲し、逃亡を図る。しかし中途で泊まった宿にて悪漢に絡まれてしまう。そこへ彼女を救いにアルという青年が現れたが！








水晶の処女姫と褐色の騎士


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著者：春原いずみ　　イラスト：セイン流




　あなただけを……愛しています。もう……ほかの誰も愛さない……。







　　　ウェブスター伯爵家次女で未来を視る力を持つクリスタルは、護衛の騎士を与えられる。その騎士アレクシスの優しさに触れ、敬遠していた舞踏会に顔を出すと注目を浴びる。今まで主役であった姉・キャロラインは妹へと嫉妬し……！







トパーズノベルス

伯爵令嬢の淫らな甘い恋
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